
東大寺諷誦文稿注釈〔五〕

一

東
大
寺
諷
誦
文
稿
注
釈
〔
五
〕

─
168
行
～
231
行

─

小 

林　

真
由
美

凡
例

【
影
印
】

　

昭
和
十
四
年
刊
複
製
本
『
華
厳
文
義
要
決　

東
大
寺
諷
誦
文
稿
』（
佐
藤
達
次
郎
刊
）
の
「
東
大
寺
諷
誦
文
稿
」
を
撮
影
し
た
。

上
部
に
、
築
島
裕
編
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
総
索
引
』（
平
成
十
三
年
、
汲
古
書
院
）
に
よ
る
行
番
号
を
記
し
た
。

【
翻
刻
】

　

翻
字
は
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
総
索
引
』
の
本
文
翻
刻
に
準
拠
す
る
。
但
し
、
旧
字
体
・
異
体
字
・
略
字
は
原
則
的
に
現
行
の
新



二

字
体
に
あ
ら
た
め
た
。
但
し
、「
无
」「
寶
」「
珎
」「
尓
」「
旦
（
檀
）」
は
あ
ら
た
め
な
か
っ
た
。
片
仮
名
の
上
代
特
殊
仮
名
遣
い
甲

類
の
コ
は
「
古
」、
乙
類
の
コ
は
「
己
」、
ア
行
の
エ
は
「
衣
」、
ヤ
行
の
エ
は
「
エ
」、
ワ
行
の
エ
は
「
ヱ
」
と
表
記
し
た
。

　

○
内
の
算
用
数
字
は
、
本
文
に
引
か
れ
た
連
絡
線
に
付
け
た
番
号
で
あ
る
。
→
は
連
絡
線
の
始
点
を
、
←
は
連
絡
線
の
終
点
を
示

し
、
①
→　

←
①
が
一
本
の
連
絡
線
を
示
す
。

　

□

＝
欠
損
や
擦
消
な
ど
に
よ
り
解
読
不
能
の
文
字
。

　
〔　

〕
＝
解
読
困
難
ま
た
は
解
読
不
能
だ
が
、
先
行
書
の
解
読
に
よ
っ
て
挿
入
す
る
文
字
。

　

＝
章
段
の
文
頭
を
示
す
と
思
わ
れ
る
鉤
点
。

　

・
○
＝
廓
（
囲
み
線
）
で
抹
消
さ
れ
た
文
字
。

　

翻
刻
の
行
頭
の
数
字
は
、
行
番
号
を
示
す
。

【
読
み
下
し
文
】

　

翻
字
、
記
号
等
は
、【
翻
刻
】
に
準
ず
る
。
連
絡
線
で
挟
ま
れ
た
部
分
は
、（　

）
の
中
に
入
れ
て
連
絡
線
の
番
号
を
記
し
た
。
例

え
ば
、
連
絡
線
⑫
で
挟
ま
れ
て
い
る
部
分
は
、（
①
釈
迦
如
来
を
…
）
と
し
た
。
連
絡
線
が
入
れ
子
に
な
っ
て
い
る
と
き
は
、
外
側

を
【　
　

】
に
い
れ
、【
①
釈
迦
如
来
を
…
（
②
薬
師
如
来
を
…
）】
と
し
た
。
別
案
と
思
わ
れ
る
語
句
は
／
で
示
し
た
。

【
文
意
】
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三

　

主
に
現
代
語
訳
で
あ
る
が
、
適
宜
補
足
や
省
略
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
連
絡
線
は
【
読
み
下
し
文
】
と
同
様
に
表
記
す
る
。

【
語
注
】

　

行
頭
の
数
字
は
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
総
索
引
』
に
よ
る
行
番
号
で
あ
る
。
掲
出
語
句
と
順
番
は
【
読
み
下
し
文
】
に
よ
る
。

　
「
中
田
書
」
は
、
中
田
祝
夫
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
の
国
語
学
的
研
究
』
の
略
。『
総
索
引
』
は
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
総
索
引
』
の

略
。「
築
島
「
小
考
」」
は
、
築
島
裕
「
東
大
寺
諷
誦
文
小
考
」（『
国
語
国
文
』
第
二
十
三
巻
第
五
号
、
一
九
五
四
年
五
月
）
の
略
。

　

本
稿
は
、
博
士
論
文
「
平
安
初
期
仏
教
と
文
学
の
研
究
─
『
日
本
霊
異
記
』
と
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
─
」
付
録
「
東
大
寺
諷
誦

文
稿
注
釈
」
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
り
、
次
の
注
釈
の
続
稿
で
あ
る
。

　
「
東
大
寺
諷
誦
文
稿
注
釈
〔
一
〕
─
１
行
～
40
行
─
」（『
成
城
国
文
学
論
集
』
第
三
十
六
輯
、
二
〇
一
四
年
三
月
）

　
「
東
大
寺
諷
誦
文
稿
注
釈
〔
二
〕
─
41
行
～
79
行
─
」（
同
、
第
三
十
七
輯
、
二
〇
一
五
年
三
月
）

　
「
東
大
寺
諷
誦
文
稿
注
釈
〔
三
〕
─
80
行
～
122
行
─
」（
同
、
第
三
十
八
輯
、
二
〇
一
六
年
三
月
）

　
「
東
大
寺
諷
誦
文
稿
注
釈
〔
四
〕
─
123
行
～
167
行
─
」（
同
、
第
三
十
九
輯
、
二
〇
一
七
年
三
月
）

　
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
複
製
本
の
影
印
に
関
し
て
、
原
本
旧
所
蔵
者
で
あ
り
複
製
本
の
刊
行
者
で
あ
る
佐
藤
家
よ
り
ご
快
諾
を
賜

り
ま
し
た
こ
と
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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一
〇

【
翻
刻
】（
168
～
173
行
）

168　

慈
悲
徳

169　

道
ミ
チ
ノ
ヘ
ニ　

伏
リ
乞
匃
カ
タ
ヰ　

疥
ハ
タ
ケ
掻
カ
キ
テ　

无
ク
目
所
モ
腫
合
テ
大
小
便
利
坐
所
ヰ
ト
己

ロ
ニ
シ

　

テ

170　

臭
穢　

往
還
人
ハ
掩
フ
タ
キ
面
ヲ
奄
オ
ホ
ヒ
テ
鼻
ヲ
逃　

仏
至
彼
所　

自
オ
ホ
ミ
テ
ツ
カ
ラ
洗
ア
ラ
ヒ

171　

着
給
タ
リ　

如
是
慈
悲
至
深
大
坐　

貧
賤
人
ヲ
ハ
除
テ
父
母
ヲ　

余
人
ハ
見
如
犬
烏　

仏
ハ
不

172　

大
坐
然　

見
貧テ
ハ
ヲ
宣
テ
我
子
救
済
給
フ　

見
テ
ハ
賤
ヲ
宣
テ
我
ソ
父
ト　

愛
愍
云

173　

称
名
云　

恩无
上
云徳
広
云　

世
間
最
云　

等
視
衆
云　

霊
山
浄
云

【
読
み
下
し
文
】（
168
～
173
行
）

慈
悲
ノ
徳

　

道ミ
チ

ノ
ヘ
ニ
伏コ
ヤ

リ
タ
ル
乞カ
タ
ヰ匃
ハ
、
疥
ハ
タ
ケ

掻カ

キ
テ
目
所
モ
无
ク
腫
レ
合
ヒ
テ
、
大
小
便
利
坐ヰ
ド

所己
ロ

ニ
シ
テ
、
臭
ク
穢
ハ
シ
。
往
還
ノ
人
ハ
面

ヲ
掩フ
タ

キ
鼻
ヲ
奄オ
ホ

ヒ
テ
逃
ル
。
仏
彼
ノ
所
ニ
至
リ
、

自
オ
ホ
ミ
テ
ヅ
カ

ラ
洗ア
ラ

ヒ
着
セ
給
ヒ
タ
リ
。
是
ノ
如
ク
慈
悲
至
リ
テ
深
ク
オ
ホ
マ
シ
マ
ス
。

貧
シ
ク
賤
シ
キ
人
ヲ
バ
、
父
母
ヲ
除
キ
テ
、
余
ノ
人
ハ
見
ル
コ
ト
犬
烏
ノ
如
シ
。
仏
ハ
然
オ
ホ
マ
シ
マ
サ
ズ
。
貧
シ
キ
ヲ
見
テ
ハ
、

我
ガ
子
ト
宣
ヒ
テ
救
済
シ
給
フ
。
賤
シ
キ
ヲ
見
テ
ハ
、
我
ソ
父
ト
宣
ヒ
テ
愛
愍
シ
タ
マ
フ
云
。

　

称
名
云
。
无
上
云
。
恩
徳
広
云
。
世
間
最
云
。
等
シ
ク
衆
ヲ
視
ル
コ
ト
云
。
霊
山
浄
云
。

【
解
説
】（
168
～
173
行
）



東大寺諷誦文稿注釈〔五〕

一
一

▽
168
～
173
行　

標
題
「
慈
悲
徳
」。
仏
の
慈
悲
を
説
く
。
仏
は
道
端
の
乞
食
に
も
貧
賤
の
者
に
も
等
し
く
慈
悲
を
か
け
、
わ
が
子
の

よ
う
に
救
済
し
て
く
だ
さ
る
と
い
う
。「
等
し
く
衆
生
を
慈
し
む
こ
と
一
子
を
視
る
が
ご
と
し
」（『
大
般
涅
槃
経
』
巻
第
一
）
と

い
う
仏
典
に
多
見
す
る
表
現
を
、
和
文
的
、
口
語
的
な
文
章
に
敷
衍
し
て
い
る
。
仏
に
対
す
る
敬
語
の
使
用
が
多
い
。

【
文
意
】（
168
～
173
行
）

　

道
の
辺
に
伏
し
て
い
る
乞
食
は
、
ハ
タ
ケ
を
掻
い
て
眼
の
辺
り
も
腫
れ
て
合
わ
さ
り
、
大
小
便
も
そ
の
場
で
し
て
し
ま
う
の
で
、

臭
く
汚
い
。
往
来
す
る
人
々
は
顔
を
お
お
い
、
鼻
を
ふ
さ
い
で
逃
げ
る
。
仏
は
そ
の
乞
食
の
所
に
お
い
で
に
な
り
、
御
手
づ
か
ら
乞

食
の
身
体
を
洗
い
衣
服
を
お
着
せ
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
仏
の
慈
悲
は
き
わ
め
て
深
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
貧
し
く
賤

し
い
人
を
、
父
母
を
除
い
て
人
々
は
犬
や
烏
の
よ
う
に
見
る
。
仏
は
そ
う
で
は
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
。
貧
し
い
者
を
見
て
は
我
が
子

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
救
済
さ
れ
る
。
賤
し
い
者
を
見
て
は
、
私
が
父
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
可
愛
が
り
に
な
る
。

　

称
名
云
。
无
上
云
。
恩
徳
広
云
。
世
間
最
云
。
等
し
く
衆
生
を
見
る
こ
と
云
。
霊
山
浄
土
云
。

【
語
注
】（
168
～
173
行
）

169
乞カ
タ
ヰ匃　

道
端
や
家
々
で
人
に
食
物
や
金
銭
を
乞
う
者
。
乞
食
。

169
疥ハ
タ
ケ
　

皮
膚
病
の
一
種
。「
疥
ハ
タ
ケ
」（
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
法
下
一
一
七
）。

170
掩フ
タ

キ　

104
行
に
「
塞
フ
タ
キ
」
が
あ
る
。
104
行
語
注
参
照
。

170
奄オ
ホ

ヒ
テ　
「
奄
オ
ホ
フ
」（
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
仏
下
末
三
四
）。



一
二

170
自オ
ホ
ミ
テ
ヅ
カ

ラ　

本
書
で
は
「
オ
ホ
ミ
」
は
仏
に
対
す
る
敬
語
で
、
こ
こ
で
は
「
テ
ヅ
カ
ラ
」
の
「
テ
（
手
）」
に
付
け
て
い
る
。
115

行
「
青
蓮
の
睛
オ
ホ
ミ
メ」

語
注
参
照
。

173
霊
山
浄　

霊
鷲
山
浄
土
。
霊
鷲
山
（
鷲
峯
、
耆
闍
崛
山
）
は
イ
ン
ド
の
ビ
ハ
ー
ル
州
に
あ
る
山
。
釈
尊
が
『
法
華
経
』
を
説
法
し

た
地
と
さ
れ
、
釈
迦
牟
尼
仏
の
浄
土
と
さ
れ
る
。

【
翻
刻
】（
174
～
179
行
）

174　

三
千
世
界
ニ
独
一
出
現
給
タ
ル
某尺

仏
ハ　

束弃
无
為
之
楽
城
住
有
為
之
壊
郷

収
テ
三
界
ヲ
為
我
有
物㉓→ト　

撫
育
テ
四
生
ヲ
為
吾
子

175　

←
㉓
誘
古
シ
ラ
ヘ
テ
世
中
ヲ
預
ア
ツ
ケ
給
ヒ
御
子
ノ
列
ツ
ラ
ニ　

我
ア
カ
財
ハ
皆
汝
等
カ
財
ソ
ト
宣
フ
住
昔ノ

176　

无
量
劫
ノ
中
ニ　

捨
テ
モ
国
城
七妻

珎子

之
財
ヲ　

為
ト
宣
ヒ
汝
等
カ　

作
テ
床
座
求
テ
モ
法
ヲ

177　

為
ト
宣
フ
汝
等
カ　

某
仏
不
出
現
世間

者　

依
何
奉
マ
シ
某聞

経　

何
世
奉
報
某
仏
大
御
恩

178　

荷
負
両
肩
何
奉
酬　

砕
骨
髄
何
奉
窮　

為
ニ
人
一
リ
カ
起
給
タ
ル
慈
ス
ラ　

如
大
坐
須
弥
山

179　

為
蚑
ハ
フ
虫
興
ヘ
ル
悲
ス
ラ　

如
大
坐
四
大
海　

貴
哉
某
仏　

誰
人
ソ
モ
不
ム
蒙
某
大
御
恩

【
読
み
下
し
文
】（
174
～
179
行
）

　

三
千
世
界
ニ
独
リ
一
タ
ヒ
出
現
シ
給
ヒ
タ
ル
某
（
釈
）
仏
ハ
、
无
為
ノ
楽
城
ヲ
弃ス

テ
テ
、
有
為
ノ
壊
郷
ニ
住
シ
タ
マ
フ
。

　
（
㉓
三
界
ヲ
束
ネ
収
メ
テ
、
我
ガ
有モ

ツ
物
ト
為シ

タ
マ
フ
。
四
生
ヲ
撫
テ
育ヤ
シ
ナヒ
テ
、
吾
ガ
子
ト
為
タ
マ
フ
。）

　

世
ノ
中
ヲ
誘古
シ
ラヘ
テ
、
御
子
ノ
列ツ
ラ

ニ
預ア
ヅ

ケ
給
ヒ
、
我ア

ガ
財
ハ
皆
汝
等
ガ
財
ゾ
ト
宣ノ
タ
マフ
。
往
（
住
）
昔
ノ
无
量
劫
ノ
中
ニ
、
国
城
、
妻
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一
三

子
、
七
珎
ノ
財
ヲ
捨
テ
テ
モ
、
汝
等
ガ
為
ゾ
ト
宣
ヒ
、
床
座
ヲ
作
リ
テ
法
ヲ
求
メ
テ
モ
、
汝
等
ガ
為
ゾ
ト
宣
フ
。
某
仏
、
世
間
ニ
出

現
シ
タ
マ
ハ
ズ
ハ
、
何
ニ
依
リ
テ
カ
某
経
ヲ
聞
キ
奉
ラ
マ
シ
。
何
レ
ノ
世
ニ
カ
某
仏
ノ
大
御
恩
ニ
報
ヒ
奉
ラ
マ
シ
。
荷
ヲ
両
ノ
肩
ニ

負
フ
ト
モ
、
何
ニ
シ
テ
カ
酬
イ
奉
ラ
ム
。
骨
髄
ヲ
砕
ク
ト
モ
、
何
ニ
シ
テ
カ
窮
メ
奉
ラ
ム
。
人
一
リ
ガ
為
ニ
起
シ
給
ヒ
タ
ル
慈ウ
ツ
クシ

ビ

ス
ラ
、
須
弥
山
ノ
如
ク
オ
ホ
マ
シ
マ
ス
。
蚑ハ

フ
虫
ノ
為
ニ
興
シ
タ
マ
ヘ
ル
悲
シ
ビ
ス
ラ
、
四
大
海
ノ
如
ク
オ
ホ
マ
シ
マ
ス
。
貴
キ

哉ヤ

、
某
仏
、
誰
人
ソ
モ
某ソ

ノ
大
御
恩
ヲ
蒙
ラ
ザ
ラ
ム
。

【
解
説
】（
174
～
179
行
）

▽
174
～
179
行　

斜
線
で
抹
消
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
168
～
173
行
の
「
慈
悲
の
徳
」
に
続
く
。
釈
迦
牟
尼
仏
は
唯
一
我
々
の
世
界
に
現

れ
た
仏
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
衆
生
に
限
り
な
い
慈
悲
を
そ
そ
ぐ
仏
の
恩
を
讃
え
て
い
る
。

【
文
意
】（
174
～
179
行
）

　

三
千
世
界
に
た
っ
た
お
独
り
、
一
度
だ
け
出
現
さ
れ
た
某
仏
（
釈
迦
牟
尼
仏
）
は
、
無
為
の
楽
城
（
悟
り
の
世
界
）
を
捨
て
て
、

有
為
の
壊
郷
（
私
た
ち
の
住
む
無
常
の
世
界
）
に
お
住
ま
い
に
な
る
。

　
（
㉓
三
界
を
束
ね
収
め
て
、
我
が
持
ち
物
と
な
さ
る
。
四
生
を
撫
育
し
て
吾
が
子
と
な
さ
る
。）

　

世
の
中
の
衆
生
を
誘
い
導
き
、
仏
の
御
子
の
中
に
お
加
え
に
な
り
、
我
が
財た
か
らは
あ
な
た
た
ち
皆
の
財
だ
と
お
っ
し
ゃ
る
。
往む
か
し昔
、

国
城
、
妻
子
、
七
宝
を
捨
て
て
も
、
あ
な
た
た
ち
の
た
め
に
こ
そ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
、
床
座
を
作
っ
て
法
を
求
め
て
も
、
あ
な
た
た

ち
の
た
め
に
こ
そ
と
お
っ
し
ゃ
る
。



一
四

　

某
仏
（
釈
迦
牟
尼
仏
）
が
こ
の
世
に
ご
出
現
な
さ
ら
な
か
っ
た
ら
、
私
た
ち
は
何
に
依
っ
て
某
経
を
聞
き
申
し
上
げ
ら
れ
る
だ
ろ

う
か
。
ど
の
世
で
、
某
仏
の
大
御
恩
に
報
い
申
し
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
荷
を
両
肩
に
負
う
と
も
、
ど
う
や
っ
て
こ
の
恩

を
報
い
申
し
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
骨
髄
を
砕
い
て
も
、
ど
う
や
っ
て
報
い
申
し
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
人
一
人
の
た

め
に
お
起
こ
し
に
な
る
慈
し
み
で
さ
え
、
須
弥
山
の
よ
う
な
大
き
さ
で
あ
ら
れ
る
。
這
う
虫
の
た
め
に
お
興お

こ
し
に
な
る
慈
悲
で
さ

え
、四
大
海
の
よ
う
な
大
き
さ
で
あ
ら
れ
る
。
貴
き
か
な
、某
仏
。
ど
ん
な
者
で
あ
ろ
う
と
そ
の
大
御
恩
を
蒙
ら
な
い
者
は
い
な
い
。

【
語
注
】（
174
～
179
行
）

174
三
千
世
界　

三
千
大
千
世
界
の
略
。
古
代
イ
ン
ド
の
世
界
観
に
よ
る
全
宇
宙
。

174
某
（
釈
）
仏　
「
某
仏
」
の
傍
の
「
尺
」
は
、
釈
迦
牟
尼
仏
の
「
釈
」
の
略
字
。
釈
迦
牟
尼
仏
（
釈
尊
）
は
、
唯
一
、
人
間
と
し

て
こ
の
世
界
に
生
ま
れ
た
仏
と
さ
れ
て
い
る
。

174
无
為　

因
果
関
係
を
離
れ
、
生
滅
変
化
を
越
え
た
絶
対
的
な
存
在
。

174
有
為　

因
果
関
係
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
無
常
の
存
在
。

174
四
生　

108
行
「
四
生
」
語
注
参
照
。

175
誘古
シ
ラヘ
テ　
「
誘
」
は
仏
典
語
、
教
え
導
く
こ
と
。「
誘古
シ
ラフ
」
は
古
訓
点
資
料
に
例
が
み
え
る
。「
群
迷
を

コ
シ
ラ
フ
反
ス
ヽ
ム
反

誘ヲ
シ

ヘ
進ス
ヽ

メ
て
」（
西
大
寺
本

『
金
光
明
最
勝
王
経
』
巻
第
三
、
平
安
初
期
点
）。「
誘
誨
上
音
畏
古
之
良
布

下
音
化
訓
教
也

」（
小
川
本
『
新
訳
華
厳
経
音
義
私
記
』
下
巻
）。

175
我ア

ガ
財
ハ　

中
田
書
に
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「「
ア
」
と
「
ワ
」
と
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
係
か
る
後
に
相
違
が
あ
る

と
い
い
、
ア
ガ
君
・
ア
ガ
児
・
ア
ガ
恋
な
ど
と
な
り
、
ワ
ガ
大
君
・
ワ
ガ
母
な
ど
と
な
る
。
と
こ
ろ
で
「
タ
カ
ラ
」
は
上
代
文
献



東大寺諷誦文稿注釈〔五〕

一
五

に
て
い
ず
れ
を
受
け
る
か
例
が
な
い
が
、
こ
の
文
が
そ
の
確
実
な
用
例
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
な
お
、「
ア
」
と
自
称
し
た
の

は
、「
仏
」
で
あ
る
こ
と
が
、
特
異
な
例
と
な
る
」（
二
二
一
頁
）。

178
骨
ヲ
砕
キ　

恩
が
大
き
く
報
い
難
い
こ
と
を
述
べ
る
。
75
～
76
行
に
も
類
似
の
表
現
が
み
え
る
。「
薄
キ
ヲ
解ヌ

キ
、
甘
キ
ヲ
推

シ
、
頭
ヨ
リ
踵
ニ
至
ル
マ
デ
摩
デ
タ
マ
ヒ
シ
恩
ハ
、
丘
山
ヨ
リ
モ
重
ク
、
沢
（
仁
）
ハ
江
海
ヨ
リ
モ
深
シ
。
身
ヲ
屈
メ
骨
髄
ヲ
砕

ク
ト
モ
何
ニ
シ
テ
カ
酬
イ
タ
テ
マ
ツ
ラ
ム
。」（
75
～
76
行
）。

178
一
リ
ガ　

317
行
に
「
孤
ヒ
ト
」
の
例
が
あ
る
。

178
須
弥
山　

仏
教
の
宇
宙
観
に
お
い
て
、
世
界
の
中
心
に
そ
び
え
た
つ
巨
大
な
山
。

179
四
大
海　

須
弥
山
の
四
方
に
あ
る
大
海
。

【
翻
刻
】（
180
～
184
行
）

180　

至
寺
思
惟
方　

是
此
善
人
住
処　

我
何
時
ニ
カ
棄
世
俗
家
住
セ
ム
如
来
家　

依
是
カ
ク
思
惟
ル
ニ

181　

自
然
得
出
家
功
徳
云　

人
身
力
強
壮
時
ニ
ハ
謗
僧　

瑕
キ
ス
疵
ツ
ヽ
ミ
附
身
時
ニ
ハ
妻
子
モ
不
扶衣
タ
ス

182　

僧
ハ
着
カ
キ
ツ
キ
テ
昼
モ
夜
モ
不
避　

看
病　

読
経　

乞
誓　

砕
身
力
ヲ　

竭
心
魂
ヲ　

不
寝
イ
モ
ネ　

守
扶

183　

不
礙
雨
風
ニ
モ　

策
杖　

着
ハ
キ　

山
藁
沓
云
々
㉔
→
不
物
ヲ
己
親
族　

不
ト
モ
己
妻
子　

故
不
も
ア
ナ
僧
ナ

184　

←
㉔
妻
子
モ
何
救
地
獄　

眷
属
モ
何
引
浄
土　

僧
己
ソ
乞
度　

救
ヒ
地
獄
モ　

令
生
天
ニ
モ
令ム
レ

生
浄
土
ニ
モ

【
読
み
下
し
文
】（
180
～
184
行
）



一
六

　

寺
ニ
至
リ
テ
思
惟
ス
ル
方
ハ
、
是
レ
ハ
此
レ
善
キ
人
ノ
住
ム
処
ナ
リ
。
我
、
何
レ
ノ
時
ニ
カ
世
俗
ノ
家
ヲ
棄
テ
テ
、
如
来
ノ
家
ニ

住
セ
ム
。
是カ

ク
思
惟
ス
ル
ニ
依
リ
テ
、
自
然
ニ
出
家
ノ
功
徳
ヲ
得
云
。

　

人
、
身
力
ノ
強
ク
壮
ナ
ル
時
ニ
ハ
、
僧
ヲ
謗
ル
。
瑕キ
ズ

疵ツ
ヽ
ミ

身
ニ
附
ク
時
ニ
ハ
、
妻
子
モ
衣（
エ
）扶タ
ス

ケ
ズ
。
僧
ハ
着カ
キ
ツキ

テ
昼
モ
夜
モ
避
ラ

ズ
シ
テ
、
病
ヲ
看
ル
。
経
ヲ
読
ミ
、
乞
ヒ
誓
ミ
、
身
力
ヲ
砕
キ
テ
心
魂
ヲ
竭
シ
、
寝イ
モ
ネズ

シ
テ
守
リ
扶
ク
。
雨
風
ニ
モ
礙サ

ヘ
ラ
レ
ズ
、

杖
ヲ
策
キ
、
山
藁
沓
ヲ
着ハ

キ
云
々
。

　
（
㉔
己
ガ
親
族
ニ
ア
ラ
ヌ
モ
ノ
ヲ
、
己
カ
妻
子
ニ
ア
ラ
ヌ
ト
モ
。
故
ニ
僧
ナ
も
ア
ナ
ヅリ

。）

　

妻
子
モ
何
ニ
シ
テ
カ
地
獄
ヨ
リ
救
ハ
ム
。
眷
屬
モ
何
ニ
シ
テ
カ
浄
土
ニ
引
カ
ム
。
僧
己
ソ
乞
度
、
地
獄
モ
救
ヒ
、
天
ニ
モ
生
レ
令

メ
、
浄
土
ニ
モ
生
レ
令
ム
レ
。

【
解
説
】（
180
～
184
行
）

▽
180
～
184
行　

寺
と
僧
を
讃
嘆
す
る
。
僧
は
、
病
気
の
と
き
は
献
身
的
に
看
病
を
し
、
地
獄
か
ら
も
救
っ
て
く
れ
る
家
族
以
上
の
存

在
で
あ
る
と
、
僧
の
恩
に
つ
い
て
述
べ
る
。
人
々
の
病
気
の
治
療
や
看
病
が
僧
の
主
な
仕
事
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ

れ
る
。
仮
名
書
き
が
多
く
、
訓
点
に
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
和
文
的
な
表
現
が
多
い
。

【
文
意
】（
180
～
184
行
）

　

寺
に
来
て
思
う
こ
と
に
は
、
こ
こ
は
善
き
人
の
住
処
で
あ
る
。
私
は
、
一
体
い
つ
世
俗
の
家
を
捨
て
て
、
如
来
の
家
に
住
む
の
だ

ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
思
う
の
で
、
自
然
に
出
家
の
功
徳
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
云
。
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七

　

人
は
身
体
が
力
強
く
若
々
し
い
時
に
は
、
僧
を
悪
く
言
う
。
し
か
し
身
体
が
傷
つ
き
病
む
時
に
は
、
妻
子
も
助
け
て
く
れ
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
僧
は
病
人
の
傍
に
付
き
添
っ
て
昼
も
夜
も
離
れ
ず
に
看
病
を
す
る
。
経
を
読
み
、
祈
祷
を
し
、
身
力
を
砕
い
て
心
魂

を
尽
く
し
て
、
寝
も
せ
ず
に
守
り
助
け
て
く
れ
る
。
雨
風
に
も
さ
え
ぎ
ら
れ
ず
、
杖
を
策
い
て
、
山
藁
沓
を
履
い
て
云
々
。

　
（
㉔
自
分
の
親
族
で
も
な
い
の
に
、
自
分
の
妻
子
で
も
な
い
の
に
僧
は
自
分
を
助
け
て
く
れ
る
。
故
に
、
僧
を
決
し
て
侮
っ
て
は

い
け
な
い
。）

　

妻
子
で
も
ど
う
や
っ
て
地
獄
か
ら
救
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
。
親
族
で
も
ど
う
や
っ
て
浄
土
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う

か
。
僧
こ
そ
が
き
っ
と
、
地
獄
か
ら
も
救
い
、
天
に
も
生
ま
れ
さ
せ
、
浄
土
に
も
生
ま
れ
さ
せ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

【
語
注
】（
180
～
184
行
）

180
是カ

ク　

358
行
に
「
是
カ
ク
ナ
モ
」
の
例
が
あ
る
。

181
瑕キ
ズ

疵ツ
ヽ
ミ
　

怪
我
や
病
気
。「
疵
」
は
病
気
、
き
ず
。「
つ
つ
み
」
は
病
気
や
差
し
さ
わ
り
の
こ
と
で
、『
萬
葉
集
』
に
「
つ
つ
み
な
く

幸さ
き

く
い
ま
す
」
と
い
う
表
現
が
二
例
み
ら
れ
る
。「
恙
つ
つ
み

無な
く

福さ
き

く
い
ま
さ
ば
」（
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
歌
集
、
巻
第
十
三
、

三
二
五
三
）、「
都つ

つ々

美み

無な

久く

幸さ
き

く
い
ま
し
て
」（
山
上
憶
良
「
好
去
好
来
歌
」、
巻
第
五
、
八
九
四
）。

181
衣（
エ
）扶タ
ス

ケ
ズ　

原
文
「
エ
（
衣
）」
は
ア
行
の
エ
で
、
本
書
で
は
こ
の
一
例
の
み
。
ヤ
行
の
エ
（
江
）
と
区
別
し
て
用
い
ら
れ
て
い

る
。
不
能
表
現
に
つ
い
て
築
島
（
小
考
）
に
「
訓
点
で
は
「
…
コ
ト
エ
ズ
」「
…
ア
タ
ハ
ズ
」
等
で
あ
っ
て
、「
エ
…
ズ
」
は
な
い

が
、
本
書
に
は
用
い
ら
れ
て
い
る
」
と
あ
る
。

182
着カ
キ
ツ
キキ
テ　

本
書
で
は
「
着
」
の
読
み
仮
名
は
こ
の
「
カ
キ
ツ
キ
テ
」
と
、
次
行
の
「
ハ
キ
」（
183
行
）
の
二
例
で
あ
る
。



一
八

182
乞
ヒ
誓
ミ　

72
行
に
も
「
乞
誓
（
乞
ヒ
誓
メ
ド
モ
）」
の
例
が
あ
る
。
72
行
語
注
参
照
。

182
寝イ
モ
ネズ

シ
テ　
「
寝い

」（
名
詞
）
は
通
常
、助
詞
「
の
」「
を
」「
も
」
な
ど
を
介
し
て
動
詞
「
寝ぬ

」
が
く
る
形
を
取
る
。
係
助
詞
「
も
」

を
取
る
時
は
否
定
の
意
が
加
わ
る
こ
と
が
多
い
。「
妹
を
思
ひ
伊い

能の

祢ね

良ら

延え

奴ぬ

尓に

秋
の
野
に
さ
雄
鹿
鳴
き
つ
妻
思
ひ
か
ね
て
」

（『
万
葉
集
』
巻
第
十
五
、三
六
七
八
）。「
…
モ
…
ズ
」
は
訓
点
に
み
え
ず
、
和
文
的
な
語
法
と
思
わ
れ
る
。
127
行
「
収
メ
ズ
」
語

注
参
照
。

183
山
藁
沓
ヲ
着
キ　

僧
が
薬
草
を
求
め
て
山
を
歩
き
回
る
こ
と
か
。

183
ナ
も
ア
ナ
ヅリ　

「
ナ
…
」「
ナ
…
ソ
」
の
例
は
、
207
行
に
も
「
不
行
殺
ナ
（
殺
ナ
行
ヒ
）」、「
不
ソ
誹
人
ナ
（
人
ナ
誹
リ
ソ
）」「
行
ナ
不
為

（
行
ヒ
ヲ
ナ
為セ

）」
の
三
例
が
あ
る
。「
禁
止
表
現
は
訓
点
で
は
「
…
コ
ト
ナ
カ
レ
」「
マ
タ
…
コ
ト
」
等
で
「
ナ
…
」「
ナ
…
ソ
」

は
殆
ど
な
い
の
で
あ
る
が
、
本
書
に
は
後
者
の
数
例
が
あ
る
」（
築
島
「
小
考
」）。

【
翻
刻
】（
185
～
189
行
）

185　

何
故
某尺

仏
久
出
三
界
火
宅　

然
反
入
三
界
囹　

維
摩
詰
現久
離
八
苦
然
物
ヲ

病
相　
　

観
世
菩
薩
過
去
仏成　

然
更
作
菩
薩　

地
蔵

186　

菩
薩
在久
離
地
獄
然
物
ヲ
反

地
獄
何
耶　

一
切
衆
生
未
脱
三
界
囹　

是
故　

仏
入
三
界
囹
一
切
衆
生
出
三
界
囹
仏
モ

187　

出
給
ヒ
ナ
ム
三
界
囹　

一
切
衆
生
病
ス
ル
故
□
菩
薩
為
病　

一
切
衆
生
病
止
ナ
ハ　

菩
薩
モ
病
止
ナ
ム　

一
切
衆
生

188　

不
成
仏
ト
故
大
悲
菩
薩
不
成
仏　

一
切
衆
生
成
ナ
ハ
仏
菩
薩
モ
成給

ナ
ム　

仏　

一
切
衆
生
囚
己
モ
レ
ル
カ
故
地
獄
ニ

189　

菩
薩
モ
在
地
獄
ニ　

一
切
衆
生
出
ナ
ハ
地
獄
菩
薩
モ
出給

ナ
ム　

地
獄ハ

云
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【
読
み
下
し
文
】（
185
～
189
行
）

　

何
ガ
故
ニ
ゾ
。
某
（
釈
）
仏
ハ
久
シ
ク
三
界
ノ
火
宅
ヲ
出
デ
タ
マ
フ
。
然
ル
モ
ノ
ヲ
反
リ
テ
三
界
ノ
囹
ニ
入
リ
タ
マ
フ
。
維
摩
詰

ハ
。
久
シ
ク
八
苦
ヲ
離
ル
。
然
ル
物
ヲ
病
相
ヲ
現
ハ
ス
。
観
世
菩
薩
ハ
過
去
ニ
仏
ト
成
ル
。
然
ル
モ
ノ
ヲ
更
ニ
菩
薩
ト
作
ル
。
地
蔵

菩
薩
ハ
久
シ
ク
地
獄
ヲ
離
ル
。
然
ル
物
ヲ
反
リ
テ
地
獄
ニ
在
ル
ハ
何
ゾ
ヤ
。

　

一
切
衆
生
ハ
三
界
ノ
囹
ヲ
未
ダ
脱
レ
ズ
。
是
ノ
故
ニ
、
仏
、
三
界
ノ
囹
ニ
入
リ
給
フ
。
一
切
衆
生
、
三
界
ノ
囹
ヲ
出
ヅ
レ
バ
、
仏

モ
三
界
ノ
囹
ヲ
出
デ
給
ヒ
ナ
ム
。
一
切
衆
生
、
病
ス
ル
ガ
故
ニ
、
□
菩
薩
、
病
ヲ
ス
。
一
切
衆
生
、
病
止
ミ
ナ
バ
、
菩
薩
モ
病
止
ミ

タ
マ
ヒ
ナ
ム
。
一
切
衆
生
、
仏
ト
成
ラ
ヌ
ガ
故
ニ
、
大
悲
ノ
菩
薩
モ
仏
ト
成
リ
タ
マ
ハ
ズ
。
一
切
衆
生
、
仏
ト
成
リ
ナ
バ
、
菩
薩
モ

仏
ト
成
リ
給
ヒ
ナ
ム
。
一
切
衆
生
、
地
獄
ニ
囚己
モ

レ
ル
ガ
故
ニ
、
菩
薩
モ
地
獄
ニ
在
ス
。
一
切
衆
生
、
地
獄
ヲ
出
デ
ナ
バ
、
菩
薩
モ
地

獄
ヲ
バ
出
テ
給
ヒ
ナ
ム
云
。

【
解
説
】（
185
～
189
行
）

▽
185
～
189
行　

185
行
か
ら
186
行
の
「
何
耶
」
の
下
の
鉤
点
ま
で
、
縦
線
で
抹
消
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
の
「
一
切
衆
生
未
脱
三
界
囹

是
故
」
も
縦
線
で
抹
消
さ
れ
た
形
跡
が
あ
り
、
そ
の
横
に
抹
消
を
取
り
消
す
意
味
と
思
わ
れ
る
「
生
」
の
字
が
書
い
て
あ
る
。
そ

の
下
に
、
擦
消
さ
れ
た
形
跡
の
あ
る
鉤
点
が
見
え
る
。

　
　

187
行
「
病
ス
ル
故
」
の
下
一
文
字
が
擦
消
さ
れ
て
い
る
。

　
　

185
行
か
ら
186
行
の
抹
消
さ
れ
た
部
分
が
「
何
故
～
」
と
い
う
問
で
、
鉤
点
の
後
が
そ
の
答
と
な
り
、
問
答
の
形
に
な
っ
て
い

る
。「
仏
・
維
摩
詰
・
観
世
音
菩
薩
・
地
蔵
菩
薩
は
、
過
去
に
成
仏
し
な
が
ら
、
な
ぜ
こ
の
三
界
に
戻
っ
て
き
た
の
か
」
と
い
う



二
〇

問
に
対
し
て
、「
仏
や
菩
薩
は
、
衆
生
の
た
め
に
再
び
こ
の
世
に
戻
っ
て
き
た
の
で
あ
る
」
と
答
え
る
。
一
切
衆
生
を
救
度
し
、

そ
の
時
こ
そ
と
も
に
成
仏
し
よ
う
と
い
う
、
菩
薩
の
四
弘
誓
願
（
→
379
行
）
の
第
一
、
衆
生
無
辺
誓
願
度
（
一
切
衆
生
を
悟
り
の

彼
岸
に
渡
そ
う
と
い
う
誓
い
）
に
あ
た
る
。

【
文
意
】（
185
～
189
行
）

　

何
故
な
の
だ
ろ
う
か
。
某
（
釈
迦
牟
尼
）
仏
は
（
覚
り
を
ひ
ら
い
て
）
永
久
に
三
界
の
火
宅
を
出
ら
れ
た
の
に
、
ま
た
こ
の
世
界

に
お
戻
り
に
な
っ
て
三
界
の
牢
獄
に
お
入
り
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
維
摩
詰
は
永
久
に
八
苦
を
離
れ
た
の
に
、
再
び
八
苦
の
一
つ

で
あ
る
病
に
か
か
ら
れ
た
の
か
。
観
世
音
菩
薩
は
過
去
世
に
仏
と
成
ら
れ
た
の
に
、
ま
た
菩
薩
と
な
っ
て
戻
っ
て
い
ら
し
た
の
か
。

地
蔵
菩
薩
は
永
久
に
地
獄
を
お
出
に
な
っ
た
の
に
、
ま
た
地
獄
に
お
戻
り
に
な
っ
た
の
は
、
い
っ
た
い
ど
う
し
て
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

一
切
衆
生
は
三
界
の
牢
獄
を
ま
だ
脱
け
出
ず
に
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
仏
は
ま
た
三
界
の
牢
獄
に
お
入
り
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
切
衆
生
が
三
界
の
牢
獄
を
出
れ
ば
、
仏
も
三
界
の
牢
獄
を
お
出
に
な
ら
れ
る
。
一
切
衆
生
が
病
の
苦
し
み
を
受
け
て
い
る
た
め

に
、
維
摩
菩
薩
は
病
に
な
ら
れ
た
。
一
切
衆
生
の
病
が
な
く
な
れ
ば
、
菩
薩
の
病
も
お
止
み
に
な
る
。
一
切
衆
生
が
成
仏
し
な
い
の

で
、
大
悲
の
菩
薩
も
成
仏
な
さ
ら
な
い
。
一
切
衆
生
が
成
仏
す
れ
ば
、
仏
菩
薩
も
仏
に
お
成
り
に
な
る
だ
ろ
う
。
一
切
衆
生
が
地
獄

に
こ
も
っ
て
い
る
の
で
、
菩
薩
も
地
獄
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
一
切
衆
生
が
地
獄
を
出
る
な
ら
ば
、
菩
薩
も
お
出
に
な
る
だ
ろ
う
云
。

【
語
注
】（
185
～
189
行
）

185
三
界
ノ
火
宅　

衆
生
が
住
む
迷
い
と
苦
し
み
の
三
界
（
欲
界
・
色
界
・
無
色
界
）
を
、
火
が
燃
え
さ
か
る
家
に
た
と
え
て
い
る
。
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二
一

法
華
七
喩
の
一
つ
（『
法
華
経
』
巻
第
二
、
譬
喩
品
）。

185
維
摩
詰　

釈
尊
在
世
の
毘
耶
離
城
の
在
家
の
資
産
家
。
病
床
に
訪
れ
た
諸
比
丘
諸
菩
薩
に
、
大
乗
の
教
理
を
説
い
た
と
さ
れ
る

（『
維
摩
詰
所
説
経
』）。

185
観
世
菩
薩　

観
世
音
菩
薩
。
衆
生
の
為
に
三
十
三
身
に
変
化
し
て
こ
の
世
に
現
れ
る
と
い
う
（『
法
華
経
』
巻
第
八
、
観
世
音
菩

薩
普
門
品
）。

185
地
蔵
菩
薩　

六
道
を
巡
っ
て
衆
生
を
救
済
す
る
と
さ
れ
、
特
に
地
獄
の
救
済
者
と
さ
れ
て
い
る
。

【
翻
刻
】（
190
～
200
行
）

190　

浄
土
ト
穢
土
ト
ノ
隔
ヘ
タ
ヽ
リ
何　

有
三
毒
之
人
ノ
所
ヲ
ハ
居
名
穢
土
无
キ
三
毒
之
人
所
居
名

191　

浄
土
ト　

断
テ
ル
煩
悩　

所
知
二
障
之
人
ノ
得給

タ
ル
躰
ヲ
ハ
名
仏
又
如
来　

具
煩
悩
所
知

192　

二
障
之
人
ノ
得
躰
ヲ
ハ
名
凡
夫　

此
地
ハ
盧
舎
那
如
来
ノ
蓮
華
蔵
世
界
ナ
リ　

我
等
カ

193　

造
下
劣
之　

業
故所
感　

山
高
谷
深　

瓦
礫
荊
藪
雑
穢
充
満
ト
見
タ
リ

㉕
→
此
世
界
ハ
人
情
了
戾

194　

曲
リ
諂
ヘ
ツ
ラ
ヒ
妄
イ
ツ
欺
ア
サ　

他
人
ニ
ハ
与
小
与
悪　

自
取
大
取
吉
ヲ　

隠
己
短　

露
他
短
顕

195　

己
能　

隠
他
能　

自ハ

濁
テ
憎
他
濁　

自
ハ
曲
テ
厭
他
曲
ヲ　

故
此
世
界
ハ
道
路
曲　

水
旱
不

196　

就
毒
虫
毒
獣　

飢
饉　

刀
兵　

非
時
災　

万
事
不
如
意

197　

←
㉕
人
ハ
造
中
容
業　

故
此
世
界
ヲ　

見
山
河
草
木
水　

餓
鬼
造
下
劣
業　

故
此
世
界
ヲ
見
火
村

198　

地
獄
衆
生
ハ
造
最
下
劣
業　

故
此
世
界
ヲ
見
釼
山
刀
林
㉖
→
灰
河
猛
火
村
←
㉖
天
造
上
品
業　

故
此
世



二
二

199　

界
ヲ
見
瑠
璃
地
㉗
→
寶
樹
寶
池
←
㉗
菩
薩
造
上
々
品
業　

故
此
世
界
ヲ
見　

以
百
千
種
珎
ニ
所
成
七

200　

寶
浄
土
云

㉘
→
忉
利
天　

地
踏
入
三
寸
挙
足
如
本　

石
柔
如
綿　

此
国
石
堅
杌
堅
触
ツ
キ
ア
ツ

レ
ハ　

損
物
天
上

不
ニ

　

←
㉘
此
国
見
地
獄
者
紀
国
有
文
寺
佃
人
子
走
其
寺
田
之
稲
茎
作
刀
云
又
冥
報
記
霊
異
記
云
々

【
読
み
下
し
文
】（
190
～
200
行
）

　

浄
土
ト
穢
土
ト
ノ
隔ヘ
ダ
ヽリ

ハ
何
ゾ
。
三
毒
有
ル
人
ノ
居
ル
所
ヲ
バ
、
穢
土
ト
名
ヅ
ク
。
三
毒
无
キ
人
ノ
居
ル
所
ヲ
ハ
浄
土
ト
名
ヅ

ク
。
煩
悩
所
知
ノ
二
障
ヲ
断
テ
ル
人
ノ
得
給
ヒ
タ
ル
躰
ヲ
バ
、
仏
又
如
来
ト
名
ヅ
ク
。
煩
悩
所
知
ノ
二
障
ヲ
具
セ
ル
人
ノ
得
タ
ル
躰

ヲ
バ
、
凡
夫
ト
名
ヅ
ク
。

　

此
ノ
地
ハ
盧
舎
那
如
来
ノ
蓮
華
蔵
世
界
ナ
リ
。
我
等
ガ
造
レ
ル
下
劣
ノ
業
ノ
感
ズ
ル
所
ノ
故
ニ
、
山
高
ク
谷
深
ク
、
瓦
礫
、
荊

藪
、
雑
穢
ノ
充
チ
満
ツ
ト
見
エ
タ
リ
。（
㉕
此
ノ
世
界
ハ
人
ノ
情
了リ
ョ
ウ

戾レ
イ

ニ
シ
テ
、
曲
リ
諂ヘ
ツ
ラヒ

妄イ
ツ
ハリ

欺ア
サ
ムキ

、
他
人
ニ
ハ
小
ヲ
与
ヘ
悪
ヲ

与
ヘ
、
自
ラ
ハ
大
ヲ
取
リ
吉
ヲ
取
ル
。
己
ノ
短
ヲ
隠
シ
、
他
ノ
短
ヲ
露
ス
。
己
ノ
能
ヲ
顕
シ
、
他
ノ
能
ヲ
隠
ス
。
自
ラ
ハ
濁
リ
テ
、

他
ノ
濁
リ
ヲ
憎
ム
。
自
ラ
ハ
曲
リ
テ
、
他
ノ
曲
ル
ヲ
猒
フ
。
故
ニ
此
ノ
世
界
ハ
、
道
路
曲
リ
、
水
旱カ

レ
テ
、
就ナ

ラ
ズ
。
毒
虫
、
毒

獣
、
飢
饉
、
刀
兵
。
非
時
ノ
災
ア
リ
テ　

万
事
不
如
意
ナ
リ
。）

　

人
ハ
中
容
ノ
業
ヲ
造
ル
。
故
ニ
此
ノ
世
界
ヲ
、
山
、
河
、
草
、
木
、
水
ト
見
ル
。
餓
鬼
ハ
下
劣
ノ
業
ヲ
造
ル
。
故
ニ
此
ノ
世
界

ヲ
火ホ

村ム
ラ

ト
見
ル
。
地
獄
ノ
衆
生
ハ
最
下
劣
ノ
業
ヲ
造
ル
。
故
ニ
此
ノ
世
界
ヲ
釼
ノ
山
、
刀
ノ
林
（
㉖
灰
ノ
河
、
猛
キ
火
村
）
ト
見

ル
。
天
ハ
上
品
ノ
業
ヲ
造
リ
、
故
ニ
此
ノ
世
界
ヲ
瑠
璃
ノ
地
（
㉗
寶
ノ
樹
、
寶
ノ
池
）
ト
見
ル
。
菩
薩
ハ
上
々
品
業
ヲ
造
ル
。
故
ニ

此
ノ
世
界
ヲ
、
百
千
種
ノ
珎
ニ
以ヨ

リ
テ
成
ゼ
ラ
レ
タ
ル
七
寶
浄
土
ト
見
ル
云
。
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二
三

　
（
㉘
忉
利
天
ハ
、
地
ニ
三
寸
踏
ミ
入
レ
テ
、
足
ヲ
挙
グ
ル
コ
ト
本
ノ
如
シ
。
石
ノ
柔
キ
コ
ト
綿
ノ
如
シ
。
此
ノ
国
ハ
石
堅
ク
杌

堅
ク
シ
テ
、
触
ツ
キ
ア
ツツ

レ
バ
物
ヲ
損
フ
。
天
上
ニ
ア
ラ
ズ
。）

　

此
ノ
国
ヲ
地
獄
ト
見
ル
ハ
、
紀
国
ニ
文
有
リ
。
寺
ノ
佃
人
ノ
子
、
其
ノ
寺
ノ
田
ヲ
走
リ
、
稲
茎
ノ
刀
ト
作
ル
、
ト
云
フ
。
又
冥
報

記
霊
異
記
云
々
。

【
解
説
】（
190
～
200
行
）

▽
190
～
200
行　

浄
土
と
穢
土
の
違
い
に
つ
い
て
の
問
答
。
こ
の
世
界
は
心
に
応
じ
て
浄
土
に
も
穢
土
に
も
変
現
す
る
と
い
う
思
想

（
心
浄
土
浄
）
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
煩
悩
所
知
二
障
」
の
唯
識
の
用
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
唯
識
思
想
の
「
変
化
土
」

の
思
想
を
基
調
と
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
変
化
土
と
は
、
仏
の
三
身
（
ま
た
は
四
身
）
の
う
ち
の
変
化
身
が
、
衆
生
に
合
わ
せ

て
、
仏
土
を
浄
土
や
穢
土
に
化
為
す
る
こ
と
（「
三
身
」
35
行
語
注
参
照
）。
拙
稿
「『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
浄
土
」（『
成
城
文

芸
』
第
二
一
九
号
、
二
〇
一
二
年
三
月
）
参
照
。

　
　

190
行
、
197
行
、
200
行
に
鉤
点
が
あ
り
、
三
段
に
分
か
れ
て
い
る
。
第
一
段
、
浄
土
と
穢
土
と
の
隔
た
り
を
た
ず
ね
る
問
に
対
し

て
、
煩
悩
（
三
毒
・
煩
悩
所
知
二
障
）
の
有
無
で
あ
る
と
答
え
る
。
此
の
地
は
盧
舎
那
如
来
の
蓮
華
蔵
世
界
で
あ
る
が
、
我
々
の

下
劣
の
業
の
故
に
、
こ
の
世
界
に
は
雑
穢
が
充
満
し
て
見
え
て
い
る
と
い
う
。
第
二
段
、
人
の
中
容
の
世
界
、
餓
鬼
の
下
劣
の
世

界
、
地
獄
の
最
下
劣
の
世
界
、
天
の
上
品
の
世
界
、
菩
薩
の
上
々
品
の
世
界
に
つ
い
て
述
べ
る
。
㉘
の
連
絡
線
で
200
行
左
行
間
の

「
此
ノ
国
ニ
地
獄
ヲ
見
シ
者
」
の
一
行
が
つ
な
げ
ら
れ
て
い
る
。
第
三
段
は
200
行
、
忉
利
天
の
様
子
に
つ
い
て
述
べ
る
。



二
四

【
文
意
】（
190
～
200
行
）

　

浄
土
と
穢
土
と
の
違
い
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

　

三
毒
の
煩
悩
に
お
か
さ
れ
て
い
る
者
が
住
む
と
こ
ろ
を
、
穢
土
と
名
づ
け
る
の
で
あ
る
。
三
毒
の
な
い
者
が
住
む
と
こ
ろ
を
、
浄

土
と
名
づ
け
る
の
で
あ
る
。
煩
悩
所
知
の
二
障
を
断
ち
き
っ
た
者
が
得
ら
れ
た
身
体
を
、
仏
ま
た
如
来
と
名
づ
け
る
。
煩
悩
所
知
の

二
障
を
そ
な
え
る
者
が
得
た
身
体
を
、
凡
夫
と
名
づ
け
る
。

　

此
の
地
は
盧
舎
那
如
来
の
蓮
華
蔵
世
界
で
あ
る
。
し
か
し
、
我
々
が
造
っ
た
下
劣
の
業
に
感
応
し
て
い
る
た
め
に
、
こ
の
世
界
は

山
高
く
谷
深
く
、
瓦
礫
、
荊
藪
、
雑
穢
が
充
満
し
て
い
る
と
見
え
る
の
で
あ
る
。（
㉕
こ
の
世
界
は
人
の
情
が
ひ
ね
く
れ
曲
り
、
へ

つ
ら
い
、
偽
り
欺
き
、
他
人
に
は
小
を
与
え
悪
を
与
え
、
自
分
は
大
を
取
り
吉
を
取
る
。
自
分
の
短
所
を
か
く
し
、
他
人
の
短
所
を

さ
ら
す
。
自
分
の
能
力
を
自
慢
し
、
他
人
の
能
力
を
か
く
す
。
自
分
は
濁
り
な
が
ら
、
他
人
の
濁
り
を
憎
む
。
自
分
は
曲
っ
て
い
な

が
ら
、
他
人
の
曲
っ
て
い
る
の
を
嫌
う
。
そ
の
た
め
に
こ
の
世
界
は
、
道
路
が
曲
り
、
水
は
枯
れ
て
実
ら
な
い
。
毒
虫
、
毒
獣
、
飢

饉
、
刀
兵
な
ど
時
に
あ
ら
ぬ
災
難
や
災
害
が
あ
り
、
万
事
思
い
通
り
に
い
か
な
い
。）

　

人
は
中
容
の
業
を
造
る
。
そ
の
た
め
に
こ
の
世
界
を
、
山
、
河
、
草
、
木
、
水
と
見
る
。
餓
鬼
は
下
劣
の
業
を
造
る
。
そ
の
た
め

に
こ
の
世
界
を
火
炎
の
世
界
に
見
る
。
地
獄
の
衆
生
は
最
下
劣
の
業
を
造
る
。
そ
の
た
め
に
こ
の
世
界
を
、
剣
の
山
、
刀
の
林
（
㉖

灰
の
河
、
燃
え
盛
る
火
炎
）
と
見
る
。
天
は
上
品
の
業
を
造
り
、
そ
の
た
め
に
こ
の
世
界
を
瑠
璃
の
地
（
㉗
寶
の
樹
、
寶
の
池
）
と

見
る
。
菩
薩
は
上
々
品
の
業
を
造
る
。
そ
の
た
め
に
こ
の
世
界
を
、百
千
種
の
宝
に
よ
っ
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
七
寶
浄
土
と
見
る
云
。

　
（
㉘
忉
利
天
で
は
、
地
面
に
三
寸
踏
み
込
ん
で
足
を
上
げ
る
と
元
通
り
に
な
る
。
石
の
柔
ら
か
い
こ
と
は
真
綿
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
世
界
は
石
が
堅
く
切
り
株
も
堅
く
、
つ
ま
づ
く
と
物
が
壊
れ
る
。
天
上
の
世
界
で
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。）
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二
五

　

此
の
国
を
地
獄
と
見
る
こ
と
に
つ
い
て
、
紀
伊
国
に
文
章
が
あ
る
。
寺
の
田
の
農
夫
の
子
が
、
そ
の
寺
の
田
の
稲
の
茎
が
み
な
刀

に
な
っ
て
田
の
中
を
走
り
回
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、『
冥
報
記
』『
霊
異
記
』
に
い
う
云
々
。

【
語
注
】（
190
～
200
行
）

190
三
毒　

貪
（
む
さ
ぼ
り
）・
瞋
（
い
か
り
）・
癡
（
お
ろ
か
さ
）
の
三
つ
の
煩
悩
。

191
煩
悩
所
知
ノ
二
障　

悟
り
を
得
る
た
め
の
障
り
と
な
る
煩
悩
と
、
諸
法
の
実
相
を
知
る
た
め
の
障
り
に
な
る
無
智
の
、
二
つ
の
障

り
の
こ
と
。
唯
識
の
思
想
。『
大
乗
法
苑
義
林
章
』
に
「
分
別
の
煩
悩
及
び
所
知
障
未
だ
尽
き
」
な
い
者
の
た
め
の
「
変
化
土
」

に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
。「
初
の
三
身
の
土
は
唯
だ
浄
に
し
て
穢
に
非
ず
。
後
の
変
化
土
は
浄
及
び
穢
に
通
ず
。
十
地
の
菩
薩

の
為
め
に
、
身
及
び
土
を
現
ず
る
は
穢
に
非
ず
。
唯
だ
浄
な
り
。
地
前
の
菩
薩
と
二
乗
衆
と
の
為
め
に
現
ず
る
は
浄
及
び
穢
に
通

ず
、
若
し
分
別
の
煩
悩
及
び
所
知
障
未
だ
尽
き
ず
、
未
だ
二
空
真
如
を
証
せ
ざ
る
者
の
為
め
に
現
ず
る
所
の
身
土
は
或
は
浄
、
或

は
穢
な
り
。
若
し
二
の
分
別
障
尽
き
た
る
と
及
び
已
に
二
空
を
証
す
る
者
の
た
め
に
現
ず
る
所
の
身
土
は
必
ず
是
れ
浄
な
る
が
故

に
」（『
大
乗
法
苑
義
林
章
』
巻
第
七
之
末
）。

192
盧
舎
那
如
来　

毘
盧
舎
那
仏
と
も
。
蓮
華
蔵
世
界
の
教
主
。
密
教
で
は
大
日
如
来
と
称
さ
れ
る
。
法
相
宗
の
三
身
説
で
は
毘
盧
舎

那
仏
を
法
身
（
自
性
身
）、
盧
舎
那
仏
を
受
用
身
、
釈
迦
牟
尼
仏
を
変
化
身
（
化
身
）
と
す
る
。
350
行
・
387
行
参
照
。

192
蓮
華
蔵
世
界　

毘
盧
舎
那
仏
が
創
出
し
た
世
界
。「
此
の
華
蔵
荘
厳
の
世
界
海
は
是
れ
毗
盧
舎
那
如
来
往
昔
に
世
界
海
微
塵
数
の

劫
に
於
て
菩
薩
の
行
を
修
せ
し
時
、
一
一
の
劫
の
中
に
世
界
海
微
塵
数
の
仏
に
親
近
し
て
、
一
一
の
仏
の
所
に
て
浄
く
世
界
海
微

塵
数
の
大
願
を
修
し
て
厳
浄
せ
し
所
な
り
」（
新
訳
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
巻
第
八
、
華
蔵
世
界
品
）。



二
六

193
瓦
礫
、
荊
藪
、
雑
穢　
『
維
摩
経
』
の
心
浄
土
浄
を
説
い
て
い
る
箇
所
に
類
似
の
表
現
が
あ
る
。「
舎
利
弗
言
く
、「
我
れ
此
の
土

を
見
る
に
、
丘
陵
・
坑
坎
・
荊
棘
・
沙
礫
・
土
石
・
諸
山
・
穢
悪
も
て
充み

満た

さ
れ
た
り
」
と
。
螺
髻
梵
言
く
、「
仁
者
心
に
高
下

有
り
て
仏
の
慧
に
依
ら
ざ
る
が
故
に
、
此
の
土
を
見
て
不け
が
れ浄

た
り
と
為
す
の
み
。
舎
利
弗
、
菩
薩
は
一
切
衆
生
に
於
て
悉
く
皆
平

等
に
し
て
、
深
心
清
浄
な
り
、
仏
の
智
慧
に
依
れ
ば
、
即
ち
能
く
此
の
仏
土
の
清
浄
な
る
を
見
る
べ
し
」
と
」（『
維
摩
詰
所
説

経
』
巻
上
）。

193
了リ
ョ
ウ

戾レ
イ　

物
が
曲
り
く
ね
っ
て
い
る
さ
ま
。

194
妄イ
ツ
ハリ　

72
行
に
も
「
虚イ
ツ

」
の
読
み
仮
名
の
例
が
見
ら
れ
る
。
72
行
語
注
参
照
。

199
七
寶
浄
土　

七
宝
で
荘
厳
さ
れ
た
浄
土
。
七
宝
に
つ
い
て
は
35
行
、
63
行
語
注
参
照
。

200
地
ニ
三
寸
踏
ミ
入
レ
テ　

経
典
に
、
浄
土
や
天
の
描
写
に
地
面
が
柔
軟
で
あ
る
と
す
る
表
現
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。「
其
の
地

の
柔
軟
な
る
こ
と
譬
へ
ば
天
衣
の
如
し
。
行
く
時
に
足
下
に
踏
み
入
る
こ
と
四
寸
、
足
を
挙
ぐ
れ
ば
復
還
れ
り
」（『
悲
華
経
』
巻

第
四
）。

200
紀
国　

中
田
書
で
は
こ
の
書
入
れ
を
一
行
に
数
え
て
い
た
が
、
行
間
の
書
入
れ
と
す
る
『
総
索
引
』
に
し
た
が
う
。
読
み
下
し

文
、
及
び
、「
こ
の
国
を
地
獄
と
見
」
た
現
報
説
話
と
す
る
解
釈
は
出
雲
路
修
氏
に
よ
る
（「
日
本
霊
異
記
」、『
岩
波
講
座
日
本
文

学
と
仏
教
』
第
二
巻
「
因
果
」
第
二
部
第
一
章
、
一
九
九
四
年
）。
寺
の
農
夫
の
子
に
稲
の
茎
が
刀
に
見
え
た
の
は
、「
此
ノ
世
界

ヲ
釼
ノ
山
、
刀
ノ
林
ト
見
ル
」（
198
行
）
の
類
想
で
あ
る
。『
日
本
霊
異
記
』
に
は
田
の
稲
穂
が
地
獄
の
炎
に
見
え
て
走
り
回
っ
た

男
の
説
話
が
あ
る
（
中
巻
「
常
に
鳥
の
卵
を
煮
て
食
ひ
て
現う
つ
つに
悪
し
き
死
の
報
を
得
る
縁
」
第
十
）。

200
冥
報
記
霊
異
記　
『
冥
報
記
』
は
唐
の
永
徽
年
間
（
六
五
〇
～
六
五
五
）
に
唐
臨
が
編
纂
し
た
仏
教
説
話
集
。『
霊
異
記
』
は
、
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二
七

『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
に
「
霊
異
記
十
巻
」
と
あ
る
中
国
の
『
霊
異
記
』
か
。『
日
本
霊
異
記
』
の
原
撰
本
は
延
暦
六
年

（
七
八
七
）、
現
存
本
成
立
が
弘
仁
年
間
（
八
一
〇
～
八
二
四
）
で
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
成
立
よ
り
も
早
い
た
め
、『
日
本
霊

異
記
』
の
可
能
性
も
あ
る
。

【
翻
刻
】（
201
～
207
行
）

201　

約
菩
薩
有
頓
悟
菩
薩　

漸
悟
菩
薩　

約
羅
漢
有
利
根
羅
漢
鈍
根
羅
漢
㉙
→
約
花 

有
先
ワ
セ
ニ
披
サ
ク
花

202　

中
ナ
カ
テ
ニ
披
花　

後
オ
ク
テ
ニ
披
花　

約
物
有
疾
ト
ク
就
ス
ル
遅
オ
ソ
就
←
㉙
約
人　

有
上
根
中
根　

下
根
有
多

203　

聞
多
見
多
知　

有
小
聞
小
見
小
知　

何
其
下
根

可
知
仏
教　

約
仏
教
有
広
教
略
教　

為
上
根
説
広美
教

204　

為
下
根
説
略
教　

其
略
教
者　

聖
教
云　

諸
悪
莫
作　

諸
善
奉
行
云　
　

有
此
ヲ
能
持
給
ハ
ム
云
々
孔
子
良
玉
云

所
云

提
波
達
多
日
誦
㉚
→

205　

千
偈
堕
无
間
獄
ニ　

須
利
波
特
日
誦
四
字
得
羅
漢
果　

故
略
教
ト
云
テ
不
可
モ
軽　

聖
徳
王
頌
云　

一
目

206　

之
羅
不
能
鳥得　

得
鳥
之
羅　

唯
是
一
目　

聖
教
万
差　

所
証
理
一　

修
行
多
聞　

得
果
无
二
←
㉚
己
所
不
欲
云
々

207　

殺
ヲ
ハ
他
所
不
欲
故
不
行
殺
ナ
誹
謗
ヲ
ハ
人
所
不
欲　

故
不
ソ
誹
人
ナ　

苦
ヲ
ハ
人
所
不
欲　

故
人
ノ
苦
セ
ム
行
ナ
不
為　

も
蔑
云
々

【
読
み
下
し
文
】（
201
～
207
行
）

　

菩
薩
ニ
約オ

キ
テ
ハ
、
頓
悟
ノ
菩
薩
、
漸
悟
ノ
菩
薩
有
リ
。
羅
漢
ニ
約
キ
テ
ハ
、
利
根
ノ
羅
漢
、
鈍
根
ノ
羅
漢
有
リ
。（
㉙
花
ニ
約

キ
テ
ハ
、
先ワ
セ

ニ
披サ

ク
花
、
中ナ
カ
テニ
披
ク
花
、
後オ
ク
テニ
披
ク
花
有
リ
。
物
ニ
約
キ
テ
ハ
、
疾ト

ク
就ス

ル
モ
ノ
、
遅オ
ソ

ク
就
ル
モ
ノ
有
リ
。）

　

人
ニ
約
キ
テ
ハ
、
上
根
、
中
根
、
下
根
有
リ
。
多
聞
、
多
見
、
多
知
有
リ
。
小
聞
、
小
見
、
小
知
有
リ
。
其
ノ
下
根
ハ
、
何
ゾ
仏



二
八

ノ
教
ヲ
知
ル
可
キ
。
仏
ノ
教
ニ
約
キ
テ
ハ
、
広
教
、
略
教
有
リ
。
上
根
ノ
為
ニ
ハ
広
教
ヲ
説
キ
、
下
根
ノ
為
ニ
ハ
略
教
ヲ
説
ク
。
其

ノ
略
教
ト
イ
フ
ハ
、
聖
教
ニ
云
ク
、
諸
悪
莫
作
、
諸
善
奉
行
云
。
此
ヲ
能
ク
持
チ
給
ハ
ム
云
々
。
孔
子
ハ
／
良
／
美
玉
云
。

　
（
㉚
有
ル
所
ニ
云
、
提
波
達
多
ハ
日
ニ
千
偈
ヲ
誦
セ
シ
カ
ト
モ
、
无
間
獄
ニ
堕
チ
キ
。
須
利
波
特
ハ
日
ニ
四
字
ヲ
誦
セ
シ
カ
ト
モ
、

羅
漢
果
ヲ
得
タ
リ
。
故
ニ
、
略
教
ト
云
ヒ
テ
軽
ミ
ス
可
キ
ニ
モ
ア
ラ
ズ
。
聖
徳
王
ノ
頌
ニ
云
ク
、
一
目
ノ
羅ア
ミ

ハ
鳥
ヲ
得
ル
ニ
能
ハ

ズ
。
鳥
ヲ
得
ル
羅
ハ
唯
、
是
レ
一
ノ
目
ナ
リ
。
聖
教
ハ
万
差
ア
レ
ド
モ
、
証
ス
ル
所
ノ
理
ハ
一
ナ
リ
。
修
行
、
多
聞
ハ
果
ヲ
得
ル
コ

ト
二
ツ
无
シ
。）

　

己
レ
ガ
欲
リ
セ
ザ
ル
所
云
々
。
殺
ヲ
バ
、
他
ノ
欲
セ
ザ
ル
所
ナ
ル
ガ
故
ニ
、
殺
ナ
行
ヒ
。
誹
謗
ヲ
バ
、
人
ノ
欲
セ
ザ
ル
所
ナ
ル
ガ

故
ニ
、
人
ナ
誹
リ
ソ
。
苦
シ
ビ
ヲ
バ
、
人
ノ
欲
セ
ザ
ル
所
ナ
ル
ガ
故
ニ
、
人
ノ
苦
シ
ビ
ト
セ
ム
行
ヒ
ヲ
ナ
為セ

。
も
蔑
云
々
。

【
解
説
】（
201
～
207
行
）

▽
201
～
206
行　

仏
は
そ
れ
ぞ
れ
の
機
根
に
合
わ
せ
て
法
を
説
く
と
い
う
対
機
説
法
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
下
根
の
た
め
の
略
教
が

い
わ
ゆ
る
七
仏
通
誡
偈
の
「
諸
悪
莫
作
、
諸
善
奉
行
」
で
あ
る
と
い
う
。

　

204
行
「
有
所
云
」
か
ら
206
行
ま
で
線
で
囲
み
「
不
」
の
字
で
抹
消
し
て
い
る
。
そ
の
部
分
は
、
仏
の
教
え
に
は
万
差
が
あ
る
が
、

覚
り
は
た
だ
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
「
一
目
の
羅
」
の
比
喩
を
引
い
て
述
べ
て
い
る
。

▽
206
行
～
207
行　

連
絡
線
㉚
の
後
は
、
殺
生
と
誹
謗
、
他
人
に
苦
を
与
え
る
こ
と
を
戒
め
て
い
る
。

【
文
意
】（
201
～
207
行
）
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二
九

　

菩
薩
に
は
、
頓
悟
の
菩
薩
、
漸
悟
の
菩
薩
が
い
る
。
羅
漢
に
は
、
利
根
の
羅
漢
、
鈍
根
の
羅
漢
が
い
る
。（
㉙
）
→
花
に
は
、
早

生
に
咲
く
花
、
中
ご
ろ
に
咲
く
花
、
遅
く
咲
く
花
が
あ
る
。
物
に
は
早
く
出
来
上
が
る
物
、
遅
く
出
来
上
が
る
物
が
あ
る
。）

　

人
に
は
、
上
根
、
中
根
、
下
根
が
い
る
。
多
聞
、
多
見
、
多
知
が
い
る
。
小
聞
、
小
見
、
小
知
が
い
る
。
そ
の
下
根
の
者
た
ち

は
、
ど
う
や
っ
て
仏
の
教
え
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
仏
の
教
え
に
は
、
広
教
、
略
教
が
あ
る
。
仏
は
上
根
の
者
の
た

め
に
は
広
教
を
説
い
て
、
下
根
の
者
の
た
め
に
は
略
教
を
説
く
。
そ
の
略
教
と
い
う
の
は
、
聖
教
に
い
う
「
諸
悪
莫
作
、
諸
善
奉

行
」
で
あ
る
。
こ
れ
を
よ
く
お
守
り
た
も
ち
な
さ
い
ま
す
よ
う
に
云
々
。

　

孔
子
は
／
良
／
美
し
い
玉
を
云
。

　
（
㉚
あ
る
所
に
云
。
提
波
達
多
は
日
に
千
偈
を
誦
し
た
が
、
無
間
地
獄
に
堕
ち
た
。
須
利
波
特
は
日
に
四
字
だ
け
を
誦
し
た
が
、

羅
漢
果
を
得
た
。
だ
か
ら
略
教
と
い
っ
て
軽
ん
じ
て
は
い
け
な
い
。
聖
徳
王
の
頌
に
い
う
。
一
目
し
か
な
い
羅あ
み

は
鳥
を
取
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
し
か
し
鳥
を
捕
ら
え
る
羅
は
、
た
だ
一
目
で
あ
る
。
聖
教
に
は
万
差
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
証
す
と
こ
ろ
の
理
は
一
つ
で

あ
る
。
多
聞
の
修
行
者
で
あ
っ
て
も
、
果
を
得
る
こ
と
に
二
つ
は
な
い
。）

　

自
分
が
欲
し
な
い
こ
と
（
を
し
て
は
い
け
な
い
）云
々
。
殺
生
は
他
の
欲
し
な
い
こ
と
な
の
で
、
殺
生
を
行
っ
て
は
い
け
な
い
。
誹

謗
は
人
が
欲
し
な
い
こ
と
な
の
で
、
人
を
誹
っ
て
は
い
け
な
い
。
苦
し
み
は
人
が
欲
し
な
い
こ
と
な
の
で
、
人
の
苦
し
み
と
す
る
行

い
を
し
て
は
い
け
な
い
。
も
蔑
云
々
。

【
語
注
】

201
菩
薩
ニ
約オ

キ
テ
ハ　
「
約オ

キ
テ
ハ
」
に
つ
い
て
、
36
行
「
如
来
ノ
境
界
ニ
約オ

キ
テ
ハ
」
語
注
参
照
。



三
〇

201
頓
悟　

頓
悟
は
た
だ
ち
に
悟
る
こ
と
。
漸
悟
は
、
段
階
を
ふ
ん
で
時
間
を
か
け
て
悟
り
を
得
る
こ
と
。

201
羅
漢　

137
行
語
注
参
照
。
利
根
の
羅
漢
、
鈍
根
の
羅
漢
に
つ
い
て
は
205
行
「
須
利
波
特
」
語
注
参
照
。

201
先ワ
セ

ニ
披サ

ク
花　
「
わ
せ
」
は
、
早
く
成
熟
す
る
品
種
の
稲
で
、
後
に
稲
以
外
の
成
長
の
早
い
種
の
こ
と
も
い
う
よ
う
に
な
っ
た
。

「
娘
子
ら
に
行
き
あ
ひ
の
速わ

稲せ

を
刈
る
時
に
な
り
に
け
ら
し
も
萩
の
花
咲
く
」（『
萬
葉
集
』
巻
第
十
、
二
一
一
七
）。

201
中ナ
カ
テニ

披
ク
花
、
後オ
ク
テニ

披
ク
花　
「
お
く
て
」
は
晩
生
種
、「
な
か
て
」
は
早
生
と
晩
生
の
中
間
の
種
。「
咲
く
花
も
を
そ
ろ
は
い
と

は
し
奥お
く

手て

な
る
長
き
心
に
な
ほ
し
か
ず
け
り
」（「
大
伴
坂
上
女
晩
芽
子
歌
一
首
」、『
萬
葉
集
』
巻
第
八
、一
五
四
八
）
中
田
書

に
、
仮
名
書
の
「
オ
ク
テ
」「
ナ
カ
テ
」
の
最
古
例
で
あ
ろ
う
と
い
う
指
摘
が
あ
る
（
221
頁
）。

202
上
根
、
中
根
、
下
根　
『
大
乗
法
苑
義
林
章
』
に
、
上
根
・
中
根
・
下
根
の
説
法
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。「
三
に
彼
の
論
に
又

説
く
、
上
根
の
人
は
仏
菩
提
を
取
る
が
為
に
、
仏
宝
を
説
く
。
中
根
の
人
は
自
然
智
を
求
め
、
因
縁
の
法
に
達
す
る
が
為
に
、
法

宝
を
説
く
。
下
根
の
人
は
師
に
依
て
法
を
受
け
、
理
・
時
違
せ
ざ
る
が
為
に
、
僧
宝
を
説
く
と
」（
巻
第
六
之
本
、
三
宝
義
林
）。

203
広
教
、
略
教　

律
宗
で
は
、「
諸
悪
莫
作
諸
善
奉
行
」（
七
仏
通
誡
偈
）
な
ど
、
釈
迦
が
成
道
後
十
二
年
間
に
弟
子
の
行
法
と
し
て

制
し
た
も
の
を
略
教
と
し
、
そ
の
後
弟
子
に
説
い
た
広
い
戒
律
（
二
百
五
十
戒
）
を
広
教
と
す
る
。

204
諸
悪
莫
作
、
諸
善
奉
行　

七
仏
通
誡
偈
（
毗
婆
尸
仏
か
ら
釈
迦
牟
尼
仏
ま
で
の
七
仏
が
戒
行
の
根
本
と
す
る
と
い
う
偈
頌
）。『
毘

尼
母
経
』
に
は
仏
が
「
根
鈍
根
無
所
知
」
の
諸
比
丘
に
「
略
説
戒
」
を
教
え
た
と
あ
る
。「
諸
悪
莫
作
諸
善
奉
行
は
自
浄
に
し
て

其
の
意
は
是
れ
諸
仏
の
教
な
り
。
是
を
略
説
戒
と
名
づ
く
」（『
毘
尼
母
経
』
巻
第
二
）。『
法
華
文
句
』
に
は
人
天
の
機
と
あ
る
。

「
音
と
は
機
な
り
。
機
に
亦
多
種
あ
り
、
人
天
の
機
、
二
乗
の
機
、
菩
薩
の
機
、
仏
機
な
り
。
人
天
の
機
と
は
諸
悪
莫
作
諸
善
奉

行
な
り
。」（『
妙
法
華
蓮
華
経
文
句
』
巻
第
十
下
）。
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204
孔
子
ハ
／
良
／
美
玉
云　
「
良
」
は
抹
消
さ
れ
て
い
る
。『
礼
記
』
巻
第
四
十
八
聘
義
篇
、『
孔
子
家
語
』
巻
第
十
八
に
、
孔
子
が

子
貢
に
問
わ
れ
て
玉
の
美
点
を
論
じ
て
い
る
段
が
あ
る
。

204
提
波
達
多　

釈
尊
の
従
弟
で
、
釈
尊
の
殺
害
を
企
ん
だ
り
教
道
の
妨
害
を
し
た
た
め
に
、
生
き
な
が
ら
地
獄
に
堕
ち
た
と
さ
れ

る
。「
提
婆
達
多
は
身
に
三
十
相
あ
り
て
而
も
其
の
心
を
忍
伏
す
る
こ
と
能
は
ず
、
供
養
の
利
の
為
の
故
に
而
も
大
罪
を
作
り
、

生
き
な
が
ら
地
獄
に
入
る
」（『
大
智
度
論
』
巻
第
十
四
）。

205
无
間
獄　

無
間
地
獄
。
音
写
は
阿
鼻
地
獄
。
激
し
い
苦
痛
が
絶
え
間
な
い
地
獄
。
八
熱
地
獄
の
第
八
。

205
須
利
波
特　

十
六
羅
漢
の
一
人
。
朱
利
槃
特
、
周
羅
般
陀
、
小
路
な
ど
と
も
い
う
。
聡
明
な
兄
（
摩
訶
槃
陀
）
は
出
家
し
て
す
ぐ

に
羅
漢
果
を
得
た
が
、
弟
の
須
利
波
特
は
鈍
根
だ
っ
た
。
仏
は
弟
に
一
の
箒
を
与
え
て
「
取
垢
取
垢
」
の
言
だ
け
を
念
じ
さ
せ
た

と
こ
ろ
、
た
ち
ま
ち
羅
漢
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
（『
善
見
律
毘
婆
沙
』
巻
第
十
六
）。『
増
一
阿
含
経
』（
巻
第
十
一
）
な
ど
に

も
み
え
る
。

205
聖
徳
王　

不
明
。

205
一
目
ノ
羅ア
ミ　
『
淮
南
子
』（
巻
第
十
六
説
林
訓
）
や
『
摩
訶
止
観
』
な
ど
に
み
ら
れ
る
比
喩
で
、『
往
生
要
集
』
巻
中
に
も
引
か
れ

て
い
る
。「
一
目
の
羅
は
鳥
を
得
る
こ
と
能
は
ざ
る
も
、
鳥
を
得
る
は
羅
の
一
目
な
る
の
み
。（
中
略
）
す
べ
か
ら
く
広
く
法
の
網

の
目
を
施
し
て
、
心
行
の
鳥
を
捕
ふ
べ
き
の
み
」（『
摩
訶
止
観
』
巻
第
五
上
）。

206
己
レ
ガ
欲
リ
セ
ザ
ル
所　
『
論
語
』
の
「
己
所
不
欲
、
勿
施
於
人
」（
巻
第
六
、
顔
淵
第
十
二
）
を
用
い
て
「
諸
悪
莫
作
」
を
説
い

て
い
る
。

207
殺　

殺
生
は
、
五
戒
の
う
ち
の
第
一
、
不
殺
生
戒
で
戒
め
て
い
る
。



三
二

207
誹
謗　

誹
謗
を
戒
め
る
戒
に
、
五
戒
の
不
妄
語
戒
や
梵
網
戒
の
不
自
讃
毀
他
戒
な
ど
が
あ
る
。

207
ナ
誹
リ
ソ　
「
ナ
…
ソ
」
に
つ
い
て
183
行
「
ナ
も
ア
ナ
ヅリ

」
語
注
参
照
。

【
翻
刻
】（
208
～
209
行
）

208　

観
レ
ハ
法
主
ノ
頃
日
ノ
事
シ
ワ
サ
ヲ　

起
至
誠
心　

為
不
坐
父
母
言
侘
へ
ナ
ル
念
ヲ　

故
己
ト
サ
ラ
ニ

209　

費
ヤ
ツ
シ
形
ヲ　

身
心
ヲ
ハ
作
一
切
人
ノ
下
ニ
行
法仕

ノ
事
シ
ワ
サ
云
　々
以
上

【
読
み
下
し
文
】（
208
～
209
行
）

　

法
主
ノ
頃
日
ノ
事シ
ワ
ザヲ

観
レ
バ
、
至
誠
心
ヲ
起
コ
シ
テ
、
坐
サ
ヌ
父
母
ノ
為
ニ
、
侘タ

傺テ
イ

ナ
ル
念
ヲ
言
フ
。
故
己
ト
サ
ラニ

形
ヲ
費ヤ
ツ

シ
、
身
心

ヲ
バ
一
切
ノ
人
ノ
下
ニ
作
シ
、
法
ノ
事シ
ワ
ザヲ

行
ヒ
仕
フ
ト
、
以
上
。

【
解
説
】（
208
～
209
行
）

▽
208
～
209
行　

法
主
の
日
ご
ろ
の
亡
父
母
へ
の
孝
子
ぶ
り
を
讃
え
て
い
る
。

【
文
意
】（
208
～
209
行
）

　

法
主
の
日
頃
の
行
状
を
観
察
す
る
と
、
至
誠
心
を
起
こ
し
て
、
亡
く
な
ら
れ
た
父
母
の
た
め
に
、
悲
し
み
立
ち
も
と
お
る
思
い
を

述
べ
る
。
喪
に
服
し
て
あ
え
て
身
を
や
つ
し
、
身
も
心
も
す
べ
て
の
人
の
下
に
置
き
、
法
事
を
行
い
仏
に
仕
え
る
云
々
。
以
上
。
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【
語
注
】（
208
～
209
行
）

208
事シ
ワ
ザ

　

78
行
「
事ワ
サ

ナ
リ
」
語
注
参
照
。

208
故己
ト
サ
ラニ　

348
行
に
も
同
じ
読
み
仮
名
が
あ
る
。「
故
コ
ト
サ
ラ
ニ
」（
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
僧
中
五
四
）。

【
翻
刻
】（
210
行
）

210　

値
誓
通
用无

慈
之
祖
人
ハ
作
手
折
足
折
ト
モ
値
耶
見
ナ
ル
父
母
ニ
人
ハ
投
弃
道
路

【
読
み
下
し
文
】（
210
行
）

210　

慈
誓
通
用シ
ヒ
无
キ
祖オ
ヤ

ニ
値
ヘ
ル
人
ハ
、
手
折
レ
足
折
レ
ト
モ
作
リ
、
邪
見
ナ
ル
父
母
ニ
値
フ
人
ハ
道
路
ニ
投
ケ
弃ス

テ
ラ
ル
。

【
解
説
】（
210
行
）

▽
210
行　

標
題
「
誓
通
用
」。
無
慈
悲
な
親
に
つ
い
て
述
べ
て
お
り
、
次
の
211
行
以
降
の
章
段
と
対
比
的
な
内
容
。
線
で
囲
ん
で
抹

消
し
て
い
る
。

【
文
意
】（
210
行
）

　

無
誓
通
用慈
悲
な
親
の
も
と
に
生
ま
れ
た
人
は
、
手
折
れ
足
折
れ
に
も
な
り
、
邪
見
な
父
母
の
も
と
に
生
ま
れ
た
人
は
、
道
路
に
投
げ
捨



三
四

て
ら
れ
る
。

【
語
注
】（
210
行
）

210　

邪　

原
文
は
「
耶
」

【
翻
刻
】（
211
～
227
行
）

211　

思
惟
我誓詞
通
用
父
母
ヲ
忍
ヒ
寒
テ
ヲ
忍
給
ヒ
熱　

代
テ
我
等
ニ
受
苦
目
ヲ　

朝
夕
ニ
ハ
奉
令

212　

聞
哭
音叫
サ
ケヲ

耳　

煮
砕
上
タ
リ
御
胸
情
ヲ
耳　

如
ク
吉
キ
人
思
ホ
シ
テ
我
等
ヲ　

不
大
臣
云　

不
后
云

213　

不
太
子
云　

不
仏
云　

申
セ
ハ
寒
ト
脱
テ
給
ヒ
シ

㉛
→
父
公
ハ　

我
ハ
不
ト
モ
着
而
着
セ
ム
ト
ソ
宣
ケ
ル
我
子
ニ
ヲ

214　

←
㉛
申
セ
ハ
飢
ヤ
ワ
分
ワ
ケ
テ
給ヒタリヒ
シ

㉜
→
母
氏
ハ　

我
ハ

不
ト
モ
食
而
給
ト
ソ
宣
ケ
ル
我
子
ニ
ヲ
←
㉜
父
公
カ
摩
給
ヒ
シ

215　

頭
ハ
不
ネ
ハ
坐
父
公
无
摩カ
キ

人
モ　

母
氏
整
ツ
ク
ロ
ヒ
給
ヒ
シ
儀
ハ
不
ネ
ハ
坐
母
氏
无
整
人
モ

㉝
→
見
ト
モ

216　

見
ト
モ
不
物
ハ
飽
足　

父
公
カ
愛
メ
ク
ラ
ニ
念
オ
モ
ホ
セ
リ
シ
御
貌
ナ
リ　

聞
ト
モ
聞
ト
モ
不
物
ハ
飽

217　

母
氏
カ
我
子
ト
召
シ
ヽ
御
音
ナ
リ
云　

屯
輪
摩
カ
琴
モ

㉞
→
雖
麗
而
←
㉞
益
メ
ヤ　

父
公
カ
慈
ノ
麗　

輪
王

218　

裘
モ

㉟
→
雖
←
㉟
益
ス
キ
メ
ヤ
母
氏
カ
悲
厚
ニ
云
々
←
㉝
大
悲
ノ
芳
懐
ヲ
為
昼
夜
之
眠
所
大
恩
両
膝
ヲ

219　

為
朝
夕
之
遊
庭　

含
ミ
慈
ヲ
相
ヒ
咲
ヱ
マ
ヒ
給
ヒ
シ
紅
ノ
貌ミ

ヲ
モ
今
モ
見
テ
シ
カ
モ
ヤ　

撫
首
ヲ

220　

叩
給
ヒ
ツ
ヽ
背
ヲ
や
怜
ト
宣
ヒ
シ
音ミ

ヲ
モ
今
モ
聞
テ
シ
カ
モ
ヤ　

鳥
獣
ス
ラ
見
テ
ハ
祖
ヲ
喜
ヨ
ロ
物
ヲ

221　

不
シ
テ
奉
覲
父
君
成
ケ
ル
久
ソ　

不
シ
テ
奉
聞
母
氏
ヲ
歴
ケ
ル
年
月
ソ

㊱
→
雨
々
吹



東大寺諷誦文稿注釈〔五〕

三
五

222　

風
之
時
ニ
モ
坐
セ
ハ
父
君
シ
不
思
物
モ　

露
霜
置
キ
←
㊱
可
坐
彩
ク
団陀
ニ

孌
リ
ニ
ノ
紅
貌ミ

ハ

223　

由
テ
ソ
吾
曹
ニ
成
給
ヒ
タ
ル
麻
影
ニ　

可
坐
安
ニ
柔
軟
ノ
玉
胸ミ

ハ
由
テ
ソ
我
等
ニ
成
給
タ
ル

224　

干
カ
ラ
山
ニ

㊲
→
霜シ
モ
ノ

暁ア
カ
ト

雪キ
ノ

夕
ニ
ハ
坐
セ
ハ
父
公
シ
不
念
物
モ　

降フ
リ

雨
吹
風
時
ニ
モ
坐
セ
ハ
母
氏
シ

225　

无
憂
モ
←
㊲
万
ノ
物
ノ
子
雖
愛
ツ
ミ
カ
タ
シ
ト
父
公
ハ
不
宣
愛
ツ
ミ
カ
タ
シ
ト
モ
无
キ
一
ノ
利
モ
子
友

226　

等
ヲ
己
ソ
宣
ケ
レ
愛
ト
ハ　

千
ノ
珎
雖
有
母
氏
ハ
不
宣
珎
ト
モ
愚
オ
癡カ

ナ
ル
子
友
等
ヲ
己
ソ

227　

宣
ケ
レ
珎
ト
ハ
云
々

【
読
み
下
し
文
】（
211
～
227
行
）

誓
詞
通
用

　

我
ガ
父
母
ヲ
思オ
モ
ヒ惟

ミ
レ
バ
、
寒イ
テ

ヲ
忍
ビ
、
熱
キ
ヲ
忍
ビ
給
ヒ
、
我
等
ニ
代
リ
テ
苦
シ
キ
目
ヲ
受
ケ
、
朝
夕
ニ
ハ
哭
キ
叫サ
ケ

ブ
音
ヲ

ノ
ミ
聞
カ
令
メ
奉
リ
、
御
胸
情
ヲ
ノ
ミ
煮
砕
キ
タ
テ
マ
ツ
タ
リ
。
吉
キ
人
ノ
如
ク
我
等
ヲ
思
ホ
シ
テ
、
大
臣
ナ
ラ
ズ
云
。
后
ナ
ラ
ズ

云
。
太
子
ナ
ラ
ズ
云
。
仏
ナ
ラ
ズ
云
。
寒
シ
ト
申
セ
バ
脱
ギ
テ
給
ヒ
シ
（
㉛
父
公
ハ
、
我
ハ
着
ズ
ト
モ
我
子
ニ
ヲ
着
セ
ム
ト
ゾ
ノ
タ

マ
ヒ
ケ
ル
。）
飢ヤ
ワ

シ
ト
申
セ
バ
分ワ

ケ
テ
給
ヒ
シ
／
ヒ
タ
リ
シ
／（
㉜
母
氏
ハ
、
我
ハ
食
ハ
ズ
ト
モ
我
子
ニ
ヲ
給
ハ
ム
ト
ゾ
ノ
タ
マ
ヒ
ケ

ル
。）
父
公
ガ
摩カ

キ
給
ヒ
シ
頭
ハ
、
父
公
坐
サ
ネ
バ
摩カ

キ
（
給
フ
）
人
モ
无
シ
。
母
氏
ガ
整ツ
ク
ロヒ
給
ヒ
シ
儀
ハ
、
母
氏
坐
サ
ネ
バ
、
整

フ
人
モ
无
シ
。【
㉝
見
レ
ド
モ
見
レ
ド
モ
飽
キ
足
ラ
ハ
ヌ
モ
ノ
ハ
、
父
公
ガ
愛メ
グ
ラニ
念オ
モ

ホ
セ
リ
シ
御ミ

貌カ
ホ

ナ
リ
。
聞
ケ
ド
モ
聞
ケ
ド
モ
飽

カ
ヌ
モ
ノ
ハ
、
母
氏
ガ
我
ガ
子
ト
召
シ
シ
御
音
ナ
リ
云
。
屯
輪
摩
ガ
琴
モ
（
㉞
麗
シ
ト
雖
モ
）、
父
公
ガ
慈
シ
ビ
ノ
麗
シ
キ
ニ
益
ギ

メ
ヤ
。
輪
王
ノ
裘
モ
（
㉟
雖
モ
）
母
氏
ガ
悲
シ
ビ
ノ
厚
キ
ニ
益ス

ギ
メ
ヤ
云
々
。】
大
悲
ノ
芳
シ
キ
懐
ヲ
昼
夜
ノ
眠
ル
所
ト
シ
、
大
恩
ノ



三
六

両
ノ
膝
ヲ
朝
夕
ノ
遊
ビ
ノ
庭
ト
セ
リ
。
慈
シ
ビ
ヲ
含
ミ
テ
相
ヒ
咲ヱ
マ

ヒ
タ
マ
ヒ
シ
紅
ノ
貌ミ
カ
ホヲ

モ
、
今
モ
見
テ
シ
カ
モ
ヤ
。
首
ヲ
撫
デ
背

ヲ
叩
キ
給
ヒ
ツ
ツ
、
やオ
モ

怜シ
ロ

シ
ト
ノ
タ
マ
ヒ
シ
音ミ
コ
ヱヲ

モ
、
今
モ
聞
キ
テ
シ
カ
モ
ヤ
。
鳥
獣
ス
ラ
祖
ヲ
見
テ
ハ
喜
ブ
ル
物
ヲ
、
父
君
ヲ
覲ミ

奉
ラ
ズ
シ
テ
久
シ
ク
ゾ
成
リ
ケ
ル
。
母
氏
ヲ
聞
キ
奉
ラ
ズ
シ
テ
、
年
月
ソ
歴
ケ
ル
。（
㊱
雨
々

ア
メ
ノ
ア
メ
フ

リ
風
吹
ク
時
ニ
モ
、
父
君
シ
坐
セ

バ
物
モ
思
ハ
ズ
、
露
霜
置
キ
、）
彩ウ
ル
ハシ

ク
坐
ス
可
キ
団ダ
ニ

孌リ
ニ

ノ
紅
ノ
貌ミ
カ
ホハ

、
吾
ガ
曹
ト
モ
ガ
ラニ

由
リ
テ
ゾ
麻
影
ニ
成
リ
タ
マ
ヒ
タ
ル
。
安
ラ
カ

ニ
坐
ス
ベ
キ
柔
軟
ノ
玉
ノ
胸ミ
ム
ネハ

、
我
等
ニ
由
リ
テ
ゾ
干カ
ラ

山ヤ
マ

ニ
成
リ
タ
マ
ヒ
タ
ル
。（
㊲
霜
ノ
暁
ア
カ
ト
キ、

雪
ノ
夕
ニ
ハ
、
父
公
シ
坐
セ
バ
物

モ
念
ハ
ズ
、
雨
降
リ
風
吹
ク
時
ニ
モ
、
母
氏
シ
坐
セ
バ
憂
ヘ
モ
无
シ
。）
万
ノ
物
ノ
子
、
愛ム

ツ
ミ
カ
タ
シ
ト
雖
モ
、
父
公
ハ
愛ム

ツ
ミ

カ
タ
シ
ト
モ
宣
ハ
ズ
。
一
ノ
利
モ
无
キ
子
ド
モ
等
ヲ
コ
ソ
愛
シ
ト
ハ
宣
ヒ
ケ
レ
。
千
ノ
珎
有
リ
ト
雖
モ
、
母
氏
ハ
珎
ト
モ
宣
ハ
ズ
。

愚オ
ロ
カニ

癡
カ
タ
ク
ナナ

ル
子
ド
モ
等
ヲ
コ
ソ
珎
ト
ハ
宣
ヒ
ケ
レ
云
々
。

【
解
説
】（
211
～
227
行
）

▽
211
～
227
行　

標
題
「
誓
詞
通
用
」。
父
母
の
恩
を
述
べ
る
。『
大
乗
本
生
心
地
観
経
』（
巻
第
二
、
三
、
報
恩
品
）
に
類
似
す
る
箇

所
が
多
い
た
め
、
そ
の
翻
案
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。「
ケ
リ
」
を
多
用
す
る
な
ど
、
和
文
的
要
素
の
多
い
文
体
で
あ
る
。『
大
乗

本
生
心
地
観
経
』
は
唐
元
和
五
年
（
弘
仁
元
年
、
八
一
〇
）
の
漢
訳
で
あ
る
た
め
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
こ
の
文
章
は
そ
れ

以
降
の
成
立
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
拙
稿
「
東
大
寺
諷
誦
文
稿
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
」、『
国
語
国
文
』
第
六
十
巻
第
九
号
、

一
九
九
一
年
九
月
）。『
大
乗
本
生
心
地
観
経
』
は
四
恩
説
（
父
母
・
国
王
・
衆
生
・
三
宝
）
を
説
く
経
典
と
し
て
有
名
で
あ
る
。

本
書
は
そ
れ
を
取
り
入
れ
た
最
も
早
い
例
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
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三
七

【
文
意
】（
211
～
227
行
）

誓
詞
通
用

　

我
が
父
母
を
思
い
か
え
し
て
み
る
と
、
冬
の
凍
え
る
寒
さ
を
耐
え
、
夏
の
暑
さ
を
お
忍
び
に
な
り
、
私
た
ち
の
代
わ
り
に
辛
く
苦

し
い
目
を
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
。
朝
夕
に
は
子
ど
も
た
ち
の
泣
き
叫
ぶ
声
だ
け
を
お
聞
か
せ
申
し
上
げ
て
、
お
心
ば
か
り
煮
え
砕
け

さ
せ
申
し
上
げ
た
。
私
た
ち
の
こ
と
を
ま
る
で
素
晴
ら
し
い
人
間
の
よ
う
に
お
思
い
に
な
っ
て
、（
大
臣
で
は
な
い
の
に
云
。
后
で

は
な
い
の
に
云
。
太
子
で
は
な
い
の
に
云
。
仏
で
は
な
い
の
に
云
。）
私
た
ち
が
寒
い
と
言
え
ば
、
ご
自
分
の
衣
を
脱
い
で
着
せ
て
く

だ
さ
る
（
㉛
父
公
は
、
ご
自
分
は
着
な
く
て
も
わ
が
子
に
は
着
せ
よ
う
と
お
っ
し
ゃ
る
。）
お
腹
が
空
い
た
と
言
え
ば
分
け
て
く
だ

さ
る
／
く
だ
さ
っ
た
／（
㉜
母
氏
は
、
自
分
は
食
べ
な
く
て
も
我
が
子
に
は
食
べ
さ
せ
よ
う
と
お
っ
し
ゃ
る
。）
父
公
が
か
き
な
で
て

く
だ
さ
っ
た
頭
は
、
父
公
が
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
の
で
か
き
な
で
て
く
だ
さ
る
方
も
い
な
い
。
母
氏
が
整
え
て
く
だ
さ
っ
た
身
な
り

は
、
母
氏
が
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
の
で
、
整
え
て
く
だ
さ
る
方
も
い
な
い
。【
㉝
見
て
も
見
て
も
、
見
飽
き
な
い
も
の
は
、
父
公
が

私
を
い
と
お
し
く
思
っ
て
く
だ
さ
っ
た
お
顔
で
あ
る
。
聞
い
て
も
聞
い
て
も
、
聞
き
飽
き
な
い
も
の
は
、
母
氏
が
我
が
子
と
お
呼
び

に
な
っ
た
お
声
で
あ
る
。
屯
輪
摩
の
琴
の
音
も
（
㉞
麗
し
い
と
い
え
ど
も
）、
父
公
の
慈
愛
の
麗
し
さ
に
か
な
う
こ
と
が
あ
る
だ
ろ

う
か
。
転
輪
聖
王
の
皮
衣
も
（
㉟
い
え
ど
も
）、
母
氏
の
愛
情
の
厚
さ
に
か
な
う
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
云
々
。】
慈
し
み
深
く
芳
し

い
ふ
と
こ
ろ
を
昼
夜
の
寝
床
と
し
て
、
恵
み
深
い
両ふ
た

つ
の
膝
を
朝
夕
の
遊
び
の
庭
と
し
、
お
互
い
に
微
笑
み
あ
っ
た
若
々
し
い
お
顔

を
、
今
も
見
た
い
。
首
を
な
で
背
中
を
叩
い
て
く
だ
さ
り
な
が
ら
、
楽
し
い
ね
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
お
声
を
、
今
も
聞
き
た
い
。
鳥
獣

で
さ
え
親
を
見
て
は
喜
ぶ
の
に
、
父
君
に
お
会
い
で
き
な
く
な
っ
て
長
い
時
が
経
っ
て
し
ま
っ
た
。
母
氏
の
お
声
を
お
聞
き
し
な
く

な
っ
て
、
長
い
年
月
が
経
っ
て
し
ま
っ
た
。（
㊱
雨
降
り
風
が
吹
く
時
に
も
、
父
君
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
物
を
思
う
こ
と
は
な
い
。



三
八

露
霜
が
置
い
て
）
美
し
く
ふ
く
よ
か
な
紅
の
お
顔
は
、
私
た
ち
兄
弟
の
た
め
に
朝
影
の
よ
う
に
細
く
お
や
せ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

安
ら
か
で
や
わ
ら
か
い
お
胸
は
、
私
た
ち
の
た
め
に
枯
れ
山
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。（
㊲
寒
い
霜
の
暁
、
雪
の
夕
べ
に
も
、

父
公
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
物
思
い
も
し
な
い
。
雨
降
り
風
が
吹
く
と
き
に
も
、
母
氏
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
何
の
憂
い
も
な
い
。）
あ

ら
ゆ
る
動
物
の
子
ど
も
は
手
が
か
か
っ
て
可
愛
が
り
に
く
い
と
い
う
の
に
、
父
公
は
そ
ん
な
こ
と
は
お
っ
し
ゃ
ら
な
い
。
何
の
得
に

も
な
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
を
こ
そ
可
愛
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
る
。
千
の
宝
が
あ
る
と
い
っ
て
も
、
母
氏
は
宝
と
も
お
っ
し
ゃ

ら
な
い
。
お
ろ
か
な
子
ど
も
た
ち
を
こ
そ
、
宝
だ
と
お
っ
し
ゃ
る
の
で
あ
る
云
々
。

【
語
注
】（
211
～
227
行
）

214
寒
シ
ト
申
セ
バ　

75
～
76
行
に
も
類
似
の
文
が
あ
る
。『
心
地
観
経
』
報
恩
品
「
母
上
味
を
得
れ
ば
先
づ
其
の
子
に
与
へ
、
珍
妙

の
衣
服
も
亦
復
是
の
如
し
」（
巻
第
二
）、「
飲
食
も
湯
薬
も
妙
な
る
衣
服
も
、
子
を
先
に
し
て
母
後
な
る
を
常
則
と
為
す
」（
巻
第

三
）
に
も
と
づ
く
表
現
と
思
わ
れ
る
。

214
飢ヤ
ワ

シ
ト
申
セ
バ　

128
行
に
も
「
饑
ヤ
ワ
（
ヤ
ワ
キ
ヲ
）」
が
み
え
る
。

214
母
氏　

100
行
「
母
氏
」
語
注
参
照
。

215
整ツ
ク
ロヒ
給
ヒ
シ　
「
整
ツ
ク
ロ
フ
」（
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
僧
下
一
〇
四
）。

215
見
レ
ド
モ
見
レ
ド
モ　
「
容
顔
を
顧
視
し
て
厭
き
足
る
こ
と
無
く
」（『
心
地
観
経
』
巻
第
三
）
に
類
似
し
て
い
る
。

216
愛メ
グ
ラニ　
「
め
ぐ
し
」「
め
ぐ
み
」
の
「
め
ぐ
」
と
同
根
の
語
で
あ
ろ
う
。

217
屯
輪
摩
ガ
琴　
『
大
智
度
論
』
に
「
屯
崙
摩
甄
陀
羅
王
・
揵
闥
婆
王
の
如
き
は
、
仏
の
所
に
至
り
、
琴
を
弾
じ
て
仏
を
賛
じ
、
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三
九

三
千
世
界
皆
為
に
震
動
し
、
乃
至
摩
訶
迦
も
其
坐
に
安
ぜ
ざ
り
き
」（
巻
第
十
）、「
声
聞
の
如
き
は
、
緊
陀
羅
王
・
屯
崙
摩
が
琴

を
弾
じ
て
歌
声
し
、
諸
法
実
相
を
も
っ
て
仏
を
讃
ず
る
を
聞
く
」（
巻
第
十
七
）
と
あ
る
。

217
輪
王
ノ
裘　

輪
王
は
転
輪
聖
王
。「
裘
（
か
わ
ご
ろ
も
）」
は
毛
皮
で
作
っ
た
衣
。
転
輪
聖
王
は
七
宝
（
金
輪
・
白
象
・
紺
馬
・
神

珠
・
玉
女
・
居
士
・
主
兵
）
を
成
就
す
る
と
い
わ
れ
、『
大
薩
遮
尼
乾
子
経
所
説
経
』
は
、
そ
の
他
に
ま
た
七
つ
の
軟
宝
（
剣
・

皮
・
床
・
園
・
舎
・
衣
・
足
所
用
）
が
あ
る
と
す
る
。
そ
の
中
の
「
皮
宝
」
は
海
龍
王
の
皮
で
、
広
大
で
寒
熱
を
さ
え
ぎ
り
王
に

従
っ
て
移
動
す
る
も
の
、「
衣
宝
」
は
柔
軟
で
汚
れ
ず
、
寒
熱
・
餓
渇
・
病
痩
・
悩
疲
を
防
ぐ
と
い
う
も
の
。

218
大
悲
ノ
芳
懐
ヲ　
「
遊
ビ
ノ
庭
ト
シ
」
ま
で
、「
母
の
胸
憶
を
以
て
而
も
寝
処
と
為
し
、
左
右
の
膝
上
常
に
遊
履
を
為
す
」（『
心
地

観
経
』
巻
第
二
）
に
類
似
し
て
い
る
。

219
貌ミ
カ
ホヲ

モ　

ま
た
は
「
ミ
カ
タ
チ
」
か
。
敬
語
「
ミ
」
に
つ
い
て
86
行
語
注
参
照
。

222
父
君
シ　
「
父
君
シ
」
は
、
名
詞
に
助
詞
「
シ
」
つ
い
た
例
。
224
行
の
「
父
公
シ
」「
母
氏
シ
」
も
同
様
。
助
詞
「
シ
」
に
つ
い
て

25
行
語
注
参
照
。

222
団ダ
ニ

孌リ
ニ　
「
ダ
ニ
リ
ニ
（
陀
尓
リ
尓
）」
は
本
書
唯
一
の
字
音
表
記
。「
陀
」
は
濁
音
仮
名
、「
ニ
（
尓
）」
は
韻
尾
に
ｉ
を
付
け
た
読

み
方
の
仮
名
。

223
麻ア
サ

影カ
ゲ　
「
あ
さ
か
げ
（
朝
影
）」
は
明
け
方
の
薄
明
の
こ
と
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
で
き
る
淡
く
細
長
い
影
。
や
せ
細
っ
た
姿
を
い

う
。『
萬
葉
集
』
に
六
例
見
え
る
。「
朝
影
に
我
が
身
は
な
り
ぬ
玉
か
き
る
ほ
の
か
に
見
え
て
去
に
し
子
ゆ
ゑ
に
」（
巻
第

十
一
、
二
三
九
四
）
な
ど
。

224
干カ
ラ

山ヤ
マ

ニ　

枯
れ
た
山
に
。「
其
の
泣
く
状な
く

は
、
青
山
は
枯か
ら

山や
ま

如な

す
泣
き
枯
ら
し
」（『
古
事
記
』
上
巻
）。



四
〇

224
霜
ノ
暁
ア
カ
ト
キ
　
「
ア
カ
ト
キ
」
は
「
あ
か
つ
き
」
の
古
形
。「
妹
を
思
ひ
眠
の
寝
ら
え
ぬ
に
安あ

可か

等と

吉き

能の

朝
霧
隠ご
も

り
雁
が
ね
そ
鳴
く
」

（『
萬
葉
集
』
巻
第
十
五
、
三
六
六
五
）

225
愛ム

ツ
ミ
ガ
タ
シ
ト
モ　

本
書
の
読
み
仮
名
の
書
き
方
に
従
え
ば
、「
ツ
ミ
ガ
タ
シ
」
と
訓
む
こ
と
に
な
る
が
、
中
田
は
「
ム
ツ
ム
」

「
ム
ツ
ミ
カ
タ
シ
」
と
仮
名
を
補
っ
て
訓
み
下
し
て
い
る
。「
補
う
の
で
な
け
れ
ば
、
こ
の
語
も
他
に
見
え
な
い
も
の
と
な
る
」
と

指
摘
し
て
い
る
（
中
田
239
頁
）。

225
千
ノ
珎
有
リ
ト
雖
モ　
「
猶
し
貧
女
の
如
意
珠
を
得
た
る
が
如
く
」（『
心
地
観
経
』
巻
第
二
）、「
若
し
平
復
を
得
て
身
安
楽
と
な

れ
ば
、
貧
の
宝
を
獲
し
が
如
く
喜
は
量
り
難
し
」（
同
、
巻
第
三
）
に
類
似
し
て
い
る
。

226
愚オ
ロ
カ

ニ
癡カ
タ
ク
ナナ

ル　

仏
典
語
「
愚
癡
」
を
訓
読
し
て
い
る
。

【
翻
刻
】（
228
行
）

228　

百
石
云　

八
十
石
云　

乳
房
之
恩
未
報一

モ
上　

三
千
六
百
日
之
内
守
長
之
恩
、
未
究都

上

【
読
み
下
し
文
】（
228
行
）

　

百
石
云
。
八
十
石
云
。
乳
房
ノ
恩
、
一
モ
報
イ
タ
テ
マ
ツ
ラ
ズ
。
三
千
六
百
日
ノ
内
ニ
長
キ
ヲ
守
リ
タ
マ
ヒ
シ
恩
、
都
テ
究
メ
タ

テ
マ
ツ
ラ
ズ
。

【
解
説
】（
228
行
）
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四
一

▽
228
行　

前
半
部
は
百
石
讃
嘆
「
も
も
さ
く
に
や
そ
さ
く
そ
へ
て
た
ま
へ
て
し
ち
ぶ
さ
の
む
く
い
け
ふ
せ
す
は
い
つ
か
わ
が
せ
ん
と

し
は
を
つ
さ
よ
は
へ
に
つ
つ
」（『
三
宝
絵
』
下
、
灌
仏
）
に
類
似
す
る
が
、
本
書
の
こ
の
部
分
が
直
接
関
係
が
あ
る
か
ど
う
か
は

不
明
で
あ
る
。『
中
陰
経
』
や
『
大
乗
本
生
心
地
観
経
』
に
出
典
が
も
と
め
ら
れ
る
。
傍
書
の
「
一
モ
」
と
「
都
」
は
囲
み
線
で

抹
消
さ
れ
て
い
る
。

【
文
意
】（
228
行
）

　

百
石
と
い
い
八
十
石
と
い
う
乳
房
の
恩
を
、
一
も
報
い
申
し
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
三
千
六
百
日
の
長
い
間
守
っ
て
く
だ

さ
っ
た
恩
を
、
決
し
て
報
い
申
し
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

228
百
石
云　

百
八
十
石
の
母
乳
に
つ
い
て
、「
何
が
弥
勒
。
閻
浮
提
の
児
は
生
れ
て
地
に
堕
し
て
乃
ち
三
歳
に
至
る
ま
で
、
母
の
懐

抱
に
し
て
幾
の
乳
を
飲
む
こ
と
を
為
す
や
。
弥
勒
答
へ
て
曰
く
、
乳
を
飲
む
こ
と
一
百
八
十
斛
な
り
」（『
中
陰
経
』
巻
上
）、「
出

胎
し
已
る
に
及
び
て
幼
稚
の
前
に
、
飲
む
所
の
母
乳
は
百
八
十
斛
な
り
」（『
心
地
観
経
』
巻
第
二
、
報
恩
品
）
の
例
が
あ
る
。

228
一
モ
報
イ
タ
テ
マ
ツ
ラ
ズ　
「
一
劫
を
経
て
毎
日
三
時
、
自
身
の
肉
を
割
き
て
父
母
を
養
ふ
も
、
而
も
未
だ
一
日
の
恩
を
報
ず
る

こ
と
能
は
ず
」（『
心
地
観
経
』
巻
第
二
、
報
恩
品
）
に
類
似
し
て
い
る
。

228
三
千
六
百
日
ノ
内
ニ　
「
人
は
十
月
に
し
て
生
ま
れ
、
三
年
乳
哺
し
、
十
歳
の
後
能
く
出
づ
」（『
大
智
度
論
』
巻
第
八
）
に
よ
る

表
現
か
。



四
二

【
翻
刻
】（
229
行
）

229　

不
奉
造
仏
写
経
者　

依テ
カ

何
為
報
徳
之
由　

不
懸
幡
厳
堂
者
何由

為
送
恩
之
便

【
読
み
下
し
文
】（
229
行
）

　

仏
ヲ
造
リ
、
経
ヲ
写
シ
奉
ラ
ズ
ハ
、
何
ニ
依
リ
テ
カ
徳
ニ
報
ユ
ル
由
ト
為
サ
ム
。　

幡
ヲ
懸
ケ
堂
ヲ
厳カ
ザ

リ
奉
ラ
ズ
ハ
、
何
ニ
由
リ

テ
カ
恩
ニ
送
ル
便
ト
為
サ
ム
。

【
解
説
】（
229
行
）

▽
229
行　

報
恩
供
養
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

【
文
意
】（
229
行
）

　

仏
を
造
り
、
経
を
写
し
申
し
上
げ
な
け
れ
ば
、
何
を
し
て
徳
に
報
い
る
よ
す
が
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
幡
を
懸
け
て

お
堂
を
荘
厳
し
申
し
上
げ
な
け
れ
ば
、
何
を
し
て
恩
を
返
す
た
よ
り
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

【
翻
刻
】（
230
～
231
行
）

230　

仰
乞
某
仏　

春
細
雨
降
時
ニ　

如
万
草
木
生
長
カ　

下
平
等
一
味
ノ
法
細
雨　

除
滅
无
辺
ノ

231　

災
患　

世
間
之
勝
禎　

出
世間

之
善
キ
益
シ
ル
シ　

成
就
法
力
ニ
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四
三

【
読
み
下
し
文
】（
230
～
231
行
）

　

仰
ギ
テ
某
仏
ヲ
乞
ヒ
タ
テ
マ
ツ
ラ
ク
、
春
ノ
細
キ
雨
ノ
降
ル
時
ニ
、
万
ノ
草
木
生
長
ス
ル
ガ
如
ク
、
平
等
一
味
ノ
法
ノ
細
キ
雨
ヲ

下
ラ
シ
テ
、
无
辺
ノ
災
患
ヲ
除
滅
シ
タ
マ
ヘ
。
世
間
ノ
勝
レ
タ
ル
禎
サ
キ
ハ
ヒ、

出
世
間
ノ
善
キ
益シ
ル
シ、

法
力
ニ
ヨ
リ
テ
成
就
セ
ム
。

【
解
説
】（
230
～
231
行
）

▽
230
～
231
行　

囲
み
線
で
抹
消
し
て
い
る
。
某
仏
に
除
災
と
利
益
を
祈
願
す
る
詞
章
。

【
文
意
】（
230
～
231
行
）

　

某
仏
を
仰
い
で
お
願
い
申
し
上
げ
る
。
春
の
細
い
雨
が
降
る
時
に
、
万
の
草
木
が
生
長
す
る
よ
う
に
、
平
等
一
味
の
法
の
細
い
雨

を
降
ら
せ
て
、
無
限
の
災
患
を
序
滅
し
て
く
だ
さ
い
。
世
間
の
め
で
た
い
し
る
し
、
出
世
間
の
よ
い
利
益
が
、
法
の
力
に
よ
っ
て
成

就
し
ま
す
よ
う
に
。

【
語
注
】（
230
～
231
行
）

230
平
等
一
味　

仏
が
機
に
応
じ
て
同
一
の
教
え
を
平
等
に
授
け
る
こ
と
を
、
万
物
に
平
等
に
降
る
雨
に
譬
え
る
。『
法
華
経
』
薬
草

喩
品
（
巻
第
三
）
な
ど
、
仏
典
に
頻
出
す
る
。

231
勝
レ
タ
ル
禎
サ
キ
ハ
ヒ
　
「
勝
禎
」
は
、
め
で
た
い
し
る
し
。




